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漁業経営安定化に大きな期待
水産物鮮度保持・加工処理施設が完成

　宇出津新港で建設が進められてきた

「宇出津港水産物鮮度保持施設、水産物

加工処理施設」が完成し、3 月 19 日に

竣工式が行われました。持木町長は式辞

で「能登地域の水産業の一大拠点として

発展することに期待します」と述べ、施

設の活用による就業機会の創出や水産物

のブランド力向上に期待を寄せま

した。

　町は施設の活用により、水産物の値崩れ

防止や付加価値付与など、町の基幹産業で

ある水産業の経営安定化を目指します。

鮮魚を自動で一次加工できる設備が数多く設置される

左側の建物が鮮度保持施設、
右側は加工処理施設

　北河内にあるエドヒガンの古木「御所桜」。地元の
有志が結成した「守る会」メンバーは、桜を地域のシ
ンボルとしてにぎわい作りにつなげようと、満開の日
を心待ちにしています。

写真：平成 26 年 4 月 17 日撮影・満開の御所桜

宇
出
津
吹
奏
楽
研
究
会　

第
30
回
記
念
定
期
演
奏
会

聴
衆
と
共
に
歩
ん
だ
30
年

感
謝
の
演
奏
会

　

宇
出
津
を
中
心
に
活
動
す
る

市
民
バ
ン
ド
「
宇
出
津
吹
奏
楽

研
究
会
」
の
定
期
演
奏
会
が
3

月
19
日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
開

か
れ
ま
し
た
。
約
40
人
の
団
員

が
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
演
歌
メ
ド

レ
ー
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

10
曲
あ
ま
り
を
演
奏
し
、
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。
定
期
演
奏

会
は
年
に
一
度
、
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
て
い
て
、
今
回
は
30
回

の
節
目
の
公
演
に
な
り
ま
し

た
。「
楽
し
ま
な
け
り
ゃ
音
楽

じ
ゃ
な
い
！
」の
合
言
葉
通
り
、

曲
の
合
間
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
た
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
な

ど
が
あ
り
、
観
客
席
と
演
奏
者

が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ジャンケンゲームに観客も参加
し、楽しいひとときを過ごした

表情豊かな演奏で観客を魅了

穴水町の「A-Kids」が愛らしく「恋ダンス」を見せ、演奏に花を添えた

会員手作りの告
知ポスター
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「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

希望の春　笑顔咲く地域に
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深
紅
の
キ
リ
シ
マ

大
阪
で
一
足
早
く
満
開
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
と
キ
リ
シ

マ
ツ
ツ
ジ
の
郷
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ「
花
の
力
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
は
、

3
月
7
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

大
阪
市
東
住
吉
区
の
長
居
植
物
園

で
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
展
示

会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
東

京
や
神
奈
川
、
京
都
な
ど
で
展
示

会
を
開
い
て
き
ま
し
た
が
、
大
阪

で
の
開
催
は
初
。
会
期
中
は
３
千

人
以
上
も
の
人
が
会
場
を
訪
れ
、

ふ
た
月
ほ
ど
早
く
開
い
た
深
紅
の

花
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

展
示
会
に
は
石
川
県
立
大
学
で

開
花
時
期
を
調
整
し
た
鉢
植
え
、

18
鉢
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
色

が
鮮
や
か
な
「
本
霧
島
」
や
能
登

固
有
種
と
さ
れ
る
「
紅
重
」
な
ど

種
類
も
豊
富
で
、
花
の
多
様
性
を

一
目
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
終
日
の
12
日
に
は
講
演
会

「
北
前
船
で
つ
な
が
る
花
文
化
」

が
開
か
れ
、
約
50
人
が
江
戸
時
代

か
ら
脈
々
と
続
い
て
き
た
、
能
登

の
花
文
化
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
員
が
こ
れ
ま

で
の
花
の
保
護
育
成
活
動
を
紹
介

し
た
ほ
か
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
研

究
の
第
一
人
者
が
研
究
成
果
を
紹

介
し
ま
し
た
。
新
潟
県
立
大
学
の

倉
重
祐
二
副
園
長
は
江
戸
時
代
の

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
栽
培
史
に
つ

い
て
史
料
な
ど
を
基
に
し
た
調
査

結
果
を
発
表
。
島
根
大
学
生
物
資

源
科
学
部
の
小
林
伸
雄
教
授
は
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
な
ど
に
よ
る
品
種
の
分

布
調
査
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
昨

年
「
い
し
か
わ
歴
史
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら

脈
々
と
続
く
文
化
を
持
つ
こ
の
花

を
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
キ
リ
シ
マ
の
苗
木
を
配

布
し
、
全
国
の
開
花
時
期
を
「
の

と
キ
リ
シ
マ
前
線
」
と
し
て
取
り

ま
と
め
、
発
信
す
る
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

NPO 会員が来場者に花の魅力を説明

会場には 3,000 人を超える人が来場した

花
の
分
布
な
ど
に
つ
い
て
講
演
す
る
島
根

大
学
生
物
資
源
科
学
部
の
小
林
教
授

日時　5月7日㊐　7:30 ～ 8:30　受付・健康診断

会場　柳田運動公園（柳田体育館・野球場）
種目　　○歩こうの部…せせらぎコース 6ｋｍ
　　　　　　　　　　　   やませみコース 10ｋｍ
　　　　　　　　　　　   健脚猿鬼コース 16ｋｍ
　　　　   ○走ろうの部…エントリーは終了しています。

参加費　1,500 円

　　　　　問猿鬼歩こう走ろう健康大会事務局
　　　　　　　（教育委員会事務局内）☎ 0768-72-2509

第31回

猿鬼 歩こう走ろう
　　　　　　　健康大会

深紅の花「のとキリシマツツジ」を楽しもう！！

・金沢星稜大学人間科学部教授
・ロサンゼルスオリンピック陸上
400 ｍハードル日本代表選手

【
世
界
一
足
の
速
い
神
主
】

大
森
重
宜
さ
ん

ゲ
ス
ト 

沿
道
で
大
会
を
盛
り
上
げ
る

か
か
し
の
制
作
急
ピ
ッ
チ

５
月
７
日
に
開
催
さ
れ
る
「
猿
鬼

歩
こ
う
走
ろ
う
健
康
大
会
」
の

コ
ー
ス
沿
道
に
立
て
ら
れ
る「
か
か
し
」

の
制
作
が
公
民
館
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な

ど
、
町
内
の
約
20
の
団
体
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
約
３
０
０
体
を
制

作
し
ま
し
た
が
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る

な
ど
し
て
破
損
し
、
残
っ
て
い
る
の
は

お
よ
そ
１
０
０
体
。
大
会
の
に
ぎ
わ
い

作
り
の
た
め
に
制
作
が
急
が
れ
ま
す
。

　

か
か
し
づ
く
り
が
本
格
化
し
た
の
は

昨
年
末
で
す
。
3
月
23
日
は
ウ
オ
ー
キ

第
31
回
猿
鬼
歩
こ
う
走
ろ
う
健
康
大
会

ン
グ
協
会
と
ペ
タ
ン
ク
愛
好
会
が
柳

田
体
育
館
横
の
旧
冬
季
寮
「
若
草
寮
」

で
、
支
柱
と
な
る
竹
を
加
工
し
た
り
、

胴
体
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
肉
付
け

し
た
り
し
て
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

大
会
関
係
者
以
外
の
人
も
、
か
か
し
作

り
を
通
じ
て
地
元
の
大
会
の
運
営
に
参

画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
を
挙
げ

て
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
か
か
し

５
０
０
体
の
完
成
を
目
標
に
残
り
１
カ

月
間
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
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私
が
町
民
の
皆
様
か
ら
町
政
を
託
さ
れ
て

12
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
12
年

間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
ま
ち
づ
く
り
を
尊
重
し
な
が
ら
、
能
登

町
に
暮
ら
す
全
て
の
町
民
が
、す
こ
や
か
に
、

安
心
し
て
日
々
の
暮
ら
し
を
送
り
、
幸
せ
と

生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
持
続
可

能
な
地
域
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
、
町
政
の
推
進
に
全
力
を
傾
け
て

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
皆
様
か
ら
温

か
い
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
当
初
は
「
財
政
再
建
団
体
」
へ
の
転

落
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
危
機
的
な
財
政
状

況
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
平
成
18

年
度
か
ら
3
年
間
を「
財
政
集
中
改
革
期
間
」

と
し
て
、
町
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
町

財
政
の
危
機
的
状
況
を
回
避
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
3
月
25
日
に
は
、「
能
登
半
島

地
震
」
が
発
生
し
、
当
町
に
お
い
て
も
震
度

６
弱
を
記
録
し
て
多
大
な
被
害
が
発
生
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
「
東
日
本
大
震
災
」

や
「
熊
本
地
震
」
な
ど
、
全
国
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
す
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お

り
ま
す
。「
能
登
半
島
地
震
」
か
ら
10
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
、
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
を
目
指
す
所
存
で
す
。

　

合
併
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
第
１
次
総
合
計
画
で
は
「
一
歩
前
へ
進

む
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、「
奥

平
成
29
年
度

施
政
方
針

　

能
登
町
第
二
次
総
合
計
画
2
年
目
と
な
る
平
成
29
年
度
は

ど
の
よ
う
な
施
策
が
行
わ
れ
る
の
か
―
―
3
月
定
例
会
議
で

持
木
町
長
が
述
べ
た
、
施
政
方
針
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

能
登
に
ひ
と
・
く
ら
し
が
輝
く
ふ
れ
あ
い
の

町
」
を
目
指
し
て
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る

新
町
の
均
衡
あ
る
発
展
と
一
体
感
の
醸
成
に

努
め
、「
町
民
の
目
線
」「
町
民
の
視
点
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

 

平
成
27
年
度
に
は
、
次
の
10
年
間
の
指
針

と
な
る
「
第
２
次
総
合
計
画
」
と
人
口
減
少

対
策
や
地
方
創
生
を
目
指
す
「
能
登
町
創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
第
２
次
総

合
計
画
と
創
生
総
合
戦
略
で
は
、「
つ
な
ぐ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を

つ
な
ぎ
、
未あ

す来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
目
標
と
し
、「
人
」
と
「
地
域
」
の
絆

を
大
切
に
し
な
が
ら
「
地
域
力
」
を
向
上

し
、「
住
民
が
自
信
と
誇
り
を
持
て
る
力
強

い
町
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
お

り
、
世
界
農
業
遺
産
や
日
本
遺
産
に
認
め
ら

れ
た
、
私
た
ち
の
先
人
が
守
り
続
け
て
き
た

文
化
や
、
町
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
施
策

を
し
っ
か
り
と
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
集
中

改
革
プ
ラ
ン
や
定
員
適
正
化
計
画
の
実
施
に

よ
る
経
常
経
費
の
削
減
に
加
え
、
計
画
的
な

長
期
債
繰
上
償
還
の
実
施
に
よ
り
、
公
債
費

や
町
債
残
高
の
縮
減
を
図
り
、
財
政
指
標
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
改
善
の
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
歳
出
面
で
は
、
今
後
は

人
口
減
少
問
題
対
策
費
や
高
齢
者
増
に
よ
る

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
を
は
じ
め
、
近

年
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ
る
公
債

費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
歳

入
面
で
は
、
依
然
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依

存
財
源
に
頼
る
体
質
で
あ
り
、
財
政
力
を
示

す
指
標
は
低
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
3
月
が
町
長
改
選
期
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
継
続
事
業
や
経
常
経
費
な
ど
を
中
心

と
す
る
骨
格
予
算
の
考
え
方
を
基
本
と
し
、

新
統
合
庁
舎
や
総
合
支
所
建
設
に
関
連
す
る

政
策
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
に
計

上
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
定

住
促
進
対
策
、
防
災
対
策
、
一
次
産
業
の
活

性
化
な
ど
、
第
２
次
総
合
計
画
や
創
生
総
合

戦
略
に
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
初
予
算
に
計
上
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

環
境
教
育
の
普
及
と
実
践
を
通
し
て
、
世

界
農
業
遺
産
で
あ
る
「
能
登
の
里
山
里
海
」

を
保
全
し
、
次
代
へ
と
継
承
す
る
取
り
組
み

と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極

的
に
推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

す
も
の
で
す
。「
海
洋
教
育
推
進
事
業
」で
は
、

小
木
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
す
る
「
海
洋
教

育
拠
点
校
推
進
事
業
」、
海
洋
教
育
の
拠
点

施
設
と
な
る
「
海
洋
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」

①
自
然
環
境
と
の

絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

す
。

　
「
世
界
農
業
遺
産
推
進
事
業
」
で
は
、
世

界
農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
や
能
登

Ｇジ

ア

ス

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
推
進
協
議
会
へ
の
負
担
金
を
計

上
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
推
進

事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ス
ト
ー
ブ
や
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
の
と
キ

リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
振
興
費
」
で
は
、
町
花
で
あ

る
「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」
の
普
及
・
振

興
を
図
る
た
め
、
柳
田
植
物
公
園
で
整
備
を

進
め
て
い
ま
す「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
園
」

に
つ
い
て
計
画
を
前
倒
し
し
て
、
平
成
29
年

度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
の
と
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
は
、
能
登
半
島
の
古
木
群
が
昨
年
12

月
に
「
い
し
か
わ
歴
史
遺
産
」
の
認
定
を
受

け
て
お
り
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
海
岸
保
全
施
設
計
画
」
は
今
後
、
町
内

の
漁
港
海
岸
の
保
全
計
画
を
策
定
す
る
も
の

で
、
今
年
度
は
松
波
海
岸
保
全
施
設
の
長
寿

②
誰
も
が
住
み
よ
い
と
感
じ
る

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
た

　

ま
ち
づ
く
り

施 政 方 針
平成 29 年度
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体
ツ
ア
ー
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

増
額
計
上
す
る
ほ
か
、
新
た
に
羽
田
空
港
で

の
乗
継
を
利
用
さ
れ
た
町
民
へ
の
助
成
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
「
防
災
総
務
費
」
で
は
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
た
め
に
、
引
き
続
き
防
災
士
や
自

主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
や
職
員
緊
急
連
絡

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
防
災
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
衛
生
セ
ン
タ
ー
施
設
改
良
事
業
」
で
は
、

し
尿
汚
泥
を
下
水
道
施
設
に
希
釈
投
入
し
、

人
口
減
少
を
見
据
え
た
し
尿
処
理
体
制
の
構

築
を
図
り
ま
す
。
施
設
改
良
工
事
は
29
年
度

完
成
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
次
産
業
や
商
工
業
、
観
光
を
推
進
し
、

地
域
の
活
性
化
と
し
ご
と
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
施
策
と
し
て
、「
Ｒリ

ー

サ

ス

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
能
登
町
創
生
総
合
戦
略

を
推
進
す
る
た
め
に
、
28
年
度
に
能
登
高
校

生
、
イ
ン
タ
ー
ン
大
学
生
、
社
会
人
グ
ル
ー

プ
が
提
案
し
た
政
策
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
も
の
で
、
具
体
的
に
は
「
能
登
高
カ

フ
ェ
」「
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
プ
」「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
入
体
制
の
構
築
」
に
よ
っ
て
、

人
材
育
成
や
企
業
の
掘
り
起
こ
し
を
目
指
し

ま
す
。

　
「
創
業
・
継
承
支
援
事
業
」
は
、
起
業
や

事
業
継
承
等
の
初
期
投
資
に
つ
い
て
支
援
す

る
も
の
で
、
昨
年
度
か
ら
増
額
し
て
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
」
で
は
、
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
結
成
し
て
体
制
を
強

化
す
る
ほ
か
、
新
た
に
檻
購
入
補
助
を
実
施

し
、
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策

を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
出
没
を
抑
制
す
る
た
め
「
い
し
か
わ

森
林
環
境
基
金
事
業
」
の
新
メ
ニ
ュ
ー
と
な

る
緩
衝
帯
整
備
を
五
十
里
地
区
で
行
う
ほ

か
、「
集
落
支
援
員
」
を
導
入
し
て
、
鳥
獣

被
害
対
策
に
お
け
る
集
落
対
策
や
調
整
等

を
、
町
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

　
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
対
策
事
業
」
で
は
、

苗
木
を
購
入
す
る
農
家
の
収
穫
ま
で
の
期
間

を
短
縮
す
る
た
め
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
ポ
ッ

ト
に
よ
る
苗
木
育
成
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
高
品
質
化
機
械
導
入
事
業
」
で
は
、
引

き
続
き
、
共
同
利
用
や
農
産
物
の
高
品
質
化

に
資
す
る
施
設
や
機
械
の
整
備
を
支
援
し
、

農
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
「
畜
産
事
業
」
で
は
、
新
た
に
乳
用
牛
へ

の
受
精
卵
移
植
に
補
助
し
、
能
登
牛
の
生
産

体
制
を
強
化
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
「
能
登

牛
認
定
店
促
進
事
業
」
を
実
施
し
、
町
内
の

能
登
牛
取
扱
店
を
増
や
し
て
、
能
登
牛
の
消

費
拡
大
と
「
能
登
牛
の
郷
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
す
。

　
「
農
村
総
合
整
備
事
業
」
で
は
、
４
地
区

で
暗
渠
排
水
や
用
排
水
路
の
整
備
な
ど
を
実

施
し
、
営
農
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
県
営
ほ
場
整
備
事
業
」
は
、
継
続
４
地

区
に
つ
い
て
、
増
額
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
観
光
振
興
対
策
事
業
」
で
は
、
町
ふ
る

さ
と
大
使
の
柴
野
大
造
氏
を
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
と
し
た
、
町
紹
介
ラ
ジ
オ
番
組
を
制

作
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し

て
、
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
の
っ
と
り
ん
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
公
用
車

「
の
っ
と
り
ん
号
」
を
購
入
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
出
向
宣
伝
等
に
活
用
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
京
浜
急
行
電
鉄
へ
の
広
告
費
を
新
た

に
追
加
し
、
首
都
圏
に
お
け
る
町
の
Ｐ
Ｒ
を

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た

し
ご
と
づ
く
り

命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
「
道
路
整
備
費
」
で
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
、
地
方
創
生
道
整
備
推
進

交
付
金
事
業
を
継
続
し
て
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
も
、

計
画
的
に
点
検
を
実
施
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
進
め
ま
す
。

　
「
街
路
整
備
」
で
は
、
引
き
続
き
「
駅
山

手
線
街
路
整
備
事
業
」
を
計
上
し
、
市
街
地

の
回
遊
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
「
小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」

で
は
、
道
路
改
良
の
ほ
か
、
観
光
交
流
施
設

整
備
費
を
計
上
し
、
小
木
地
区
の
都
市
環
境

整
備
を
図
り
ま
す
。

　
「
の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
事
業
」
で
は
、

誘
客
促
進
事
業
に
お
い
て
、
首
都
圏
向
け
団

強
化
い
た
し
ま
す
。

　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、

「
福
祉
人
材
再
就
職
支
援
事
業
」
で
は
、
介

護
職
の
再
就
職
に
対
し
て
支
援
し
、
不
足
し

て
い
る
介
護
人
材
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
」
で
は
、
昨

年
10
月
診
療
分
か
ら
自
己
負
担
分
を
現
物
給

付
と
す
る
こ
と
で
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
子
ど
も
た
ち
の
疾
病
の
早
期
発
見
と
治

療
を
促
進
し
て
い
て
、
引
き
続
き
予
算
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
公
立
認
定
こ
ど
も
園
運
営
費
」
で
は
、

28
年
度
か
ら
第
2
子
の
保
育
料
半
額
と
、
3

保
育
所
で
、
土
曜
午
後
の
保
育
を
実
施
す
る

な
ど
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
新
年
度
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
の
た
め
、
老
朽
化
し
て
い
る
遊
具
の
更
新

費
用
等
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
」で
は
、「
産

前
産
後
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
制
度
」
を
引
き
続

き
実
施
し
、「
つ
わ
り
」
や
「
産
後
う
つ
」

な
ど
で
支
援
が
必
要
な
妊
産
婦
の
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。
28
年
度
に
役
場
3
庁
舎
に
設
置

し
ま
し
た
「
赤
ち
ゃ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
、

新
年
度
は
「
コ
ン
セ
ー
ル
の
と
」
な
ど
２
箇

所
に
設
置
し
、
乳
幼
児
を
連
れ
て
外
出
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

　
「
病
院
事
業
」
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
を
増
床
し
ま
す
。
ま
た
、「
薬
剤
師
修
学

資
金
制
度
」
を
創
設
し
、
人
材
確
保
対
策
を

強
化
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
施
策
と
し
て
、「
鵜
川
小
学
校
土
砂

災
害
対
策
事
業
」
で
は
、
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
鵜
川
小
学
校
後
背
地
の
崩
壊
対
策
工
事

を
実
施
し
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
解

消
を
図
る
こ
と
で
、
児
童
が
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
避
難
す
る
地

区
住
民
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　
「
能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
に
加
え
て
、
28
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
「
ま
ち
な
か
鳳
雛
塾
」
の

運
営
費
と
講
師
と
な
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。新
年
度
は
、

講
師
の
増
員
や
地
域
学
と
し
て
「
能
登
学
」

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、内
容
の
充
実
に
努
め
、

能
登
高
校
生
の
学
力
向
上
と
、
能
登
高
校
へ

の
入
学
者
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

中
学
生
の
部
活
動
支
援
と
し
て
、
大
会
派

遣
の
際
の
生
徒
の
移
動
時
に
お
け
る
安
全
確

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を

持
て
る
人
づ
く
り

保
の
観
点
か
ら
、
公
式
大
会
参
加
に
係
る

交
通
費
の
バ
ス
借
上
等
に
つ
い
て
全
額
助

成
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
練
習
試
合
等

に
つ
い
て
も
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
「
小
間
生
公
民
館
建
設
事
業
」
で
は
、

現
在
、
旧
小
間
生
小
学
校
校
舎
を
利
用
し

て
い
る
公
民
館
を
、
新
た
に
久
田
和
紙
の

体
験
施
設
や
地
区
集
会
施
設
と
の
複
合
施

設
と
し
て
建
設
し
、
社
会
教
育
の
充
実
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　
「
ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業
」
は
、

当
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生
を
目
指

し
、２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
テ
ニ
ス
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
は
、

「
全
日
本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
」
の
女
子
の
部
が
、
能
登
町
で
12
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
、全
国
各
地
か
ら
選
手
・

監
督
ら
約
８
０
０
人
が
能
都
健
民
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
と
内
浦
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
集
結
し
ま
す
。
本
大
会
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
施
設
の
改
修
費
等
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

「
藤
波
テ
ニ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
、
錦

織
圭
選
手
と
松
岡
修
造
氏
か
ら
ウ
ェ
ア
や

ラ
ケ
ッ
ト
等
の
寄
贈
品
を
受
け
、
そ
の
展

示
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
全
国
規
模
の
大
会
誘
致
と
テ
ニ
ス

⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び

ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

施 政 方 針
平成 29 年度

施 政 方 針
平成 29 年度
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
充
実
に
よ
り
、「
テ
ニ
ス

の
ま
ち
・
能
登
町
」
を
全
国
に
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
定
住

促
進
事
業
」
で
は
、
移
住
希
望
者
に
対
す
る

窓
口
の
一
本
化
を
図
る
た
め
に
27
年
度
に
設

立
し
た
「
定
住
促
進
協
議
会
」
へ
の
補
助
金

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
協
議
会
で
は
、
移

住
先
と
し
て
の
能
登
町
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
暮

ら
し
体
験
可
能
な
空
家
の
改
修
、
仕
事
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
町
が
実
施
す
る

移
住
者
向
け
の
各
種
助
成
金
と
合
わ
せ
て
、

さ
ら
な
る
移
住
者
増
を
図
り
ま
す
。

　
「
借
上
町
営
住
宅
事
業
」
で
は
、
移
住
者

向
け
住
宅
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
民
間
事

業
者
が
建
設
し
た
賃
貸
住
宅
を
町
営
住
宅
と

し
て
借
り
上
げ
、
転
貸
し
ま
す
。

　
「
集
会
所
整
備
事
業
」
で
は
、
立
壁
地
区

で
新
た
に
集
会
所
を
整
備
し
ま
す
。

　

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
、
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
施
策
と
し
て
、「
ふ

る
さ
と
能
登
町
応
援
寄
附
事
業
」
で
は
、
29

年
度
の
寄
附
額
を
２
億
円
と
見
込
み
、
所
要

の
事
務
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
か
ら
ポ
イ
ン
ト

プ
ラ
ン
を
導
入
し
て
お
り
、
寄
附
者
が
よ
り

柔
軟
に
返
礼
品
を
選
択
で
き
る
環
境
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

28
年
度
決
算
か
ら
、
統
一
的
な
基
準
に
よ

る
公
会
計
を
整
備
し
、
複
式
簿
記
を
前
提
と

し
た
財
務
諸
表
を
公
表
す
る
予
定
で
、
財
政

状
況
の
「
見
え
る
化
」
を
推
進
し
ま
す
。

議
会

能
登
町
議
会
平
成
29
年
第
1
回
3
月
定

例
会
議
は
、
3
月
6
日
に
開
会
し
ま

し
た
。日
程
を
15
日
ま
で
の
10
日
間
と
定
め
、

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
や
条
例
改
正
な

ど
議
案
47
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
持
木
町

長
が
議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
、
8
人
が
議

案
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
消
防
宇
出
津
分
署
建
設
工
事

の
請
負
工
事
契
約
締
結
に
関
す
る
議
案
3
件

が
追
加
で
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
議
案
47
件
が
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
…
47
件

平
成
29
年
度
当
初
予
算
…
10
件

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別

会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
漁
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
、
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
病
院
事
業
会
計

平
成
28
年
度
補
正
予
算
…
13
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）、
有
線
放

送
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）、介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）、観
光
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）、
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）、
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

平成 29 年第 1 回
3 月定例会議

２
号
）、病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
能
登
町
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
能
登
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
地
区
集
会
所
等
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
能
登
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
認
定
こ
ど
も
園
設
置
管
理
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
等
の
利
用
者
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定
数
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
宇
出
津
港
水
産
物
鮮
度
保
持
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す
る

条
例
及
び
能
登
町
簡
易
水
道
工
事
分
担
金
徴

収
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と

　

情
報
の
共
有
に
よ
っ
て

　

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

⑥
地
域
の
絆
を
深
め

　

住
み
続
け
た
く
な
る

　

ま
ち
づ
く
り

　

以
上
、
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
平
成
29

年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
、
前

年
度
比
2
㌫
減
の
１
４
７
億
６
３
０
０
万

円
。
特
別
会
計
が
、
前
年
度
比
13
㌫

減
の
74
億
７
３
４
６
万
２
千
円
。
事

業
会
計
が
、
前
年
度
比
14
・
2
㌫
増
の

43
億
４
１
６
万
円
。
合
計
が
3
・
2
㌫
減
の

２
６
５
億
４
６
２
万
２
千
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
と
い
う
社
会
構
造
の

変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
、

・
能
登
町
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
水
道
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
集
落
排
水
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
規
約
の
一
部
変
更

の
協
議
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て・
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
28
年

度
消
防
宇
出
津
分
署
建
設
工
事
（
建
築
））

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
平
成
28
年
度

消
防
宇
出
津
分
署
建
設
工
事（
電
気
設
備
））

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
平
成
28
年
度

消
防
宇
出
津
分
署
建
設
工
事（
機
械
設
備
））

■
可
決
さ
れ
た
意
見
書

・
有
害
鳥
獣
向
け
食
肉
処
理
施
設
の
整
備
等

を
求
め
る
意
見
書

北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
問
題
の
早
期

解
決
を
求
め
る
意
見
書

時
代
は
予
想
以
上
に
早
く
、
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
時
代
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
町
民
、
行
政
、
企
業
等
が
自
ら
の
強

み
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
進
化
さ
せ
、
一
歩
一
歩
着
実
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
町
づ
く
り
を
進
め
、
町
発
展
の

た
め
、
取
り
組
み
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

安全安心な町づくりに一歩前進

消防宇出津分署
建設工事着工

消防宇出津分署の完成予想図

　能登消防署宇出津分署の起工式は 3 月 17 日に建設予

定地である宇出津・梅の木地内で行われました。町関係

者や各消防団長、地元町内会長など約 80 人が参列し、

工事の安全を願いました。

　持木町長は式辞で「安全安心な町づくりの拠点となる

ことを期待します」と述べ、防災拠点整備へ意欲を示し

ました。建設される庁舎は鉄骨 2 階建て延べ 1499 平方

㍍で、敷地面積は 9710 平方㍍

です。訓練や緊急時の対応に十

分な敷地を確保しているほか、

地域の利用も想定した会議室や

研修室を備えています。有事の

拠点としてだけではなく、地域

の人に親しまれる建築物とし

ても活用されます。
工 事 の 安 全 願 い 鎌
を入れる持木町長

施 政 方 針
平成 29 年度
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◆経常収支比率
▲実質公債費比率

　平成 29 年度当初予算は、27 年度に策定し
た第 2 次総合計画に掲げた「町民が自信と
誇りが持てる町づくり」を目指し、防災力の
強化や定住促進施策の充実、一次産業の活性
化等、能登町創生をさらに推し進める予算と
なっています。ただし、町長改選期であるこ
とから、新庁舎、総合支所に関連する政策的
経費は当初予算に計上しない、いわゆる骨格
予算編成となっており、一般会計で 3 億 400
万円減（2.0% 減）の総額 147 億 6,300 万円
となりました。

歳入では、町税が前年度並みの 16 億
3,355 万円を見込んでいます。

　歳入全体の約 48％を占める地方交付税に
ついては、合併算定替の縮減により、前年度
比 1 億 3,600 万円減の 71 億 5,900 万円を
見込んでいます。
　使用料及び手数料については、有線放送特
別会計を廃止し、一般会計に統合したことで
有線テレビ使用料、インターネット使用料が
増加したことにより、1 億 5,738 万円増の 3
億 6,728 万円を見込んでいます。
　国庫支出金・県支出金については、道路
整備事業や都市計画事業などの増により、
2,795 万円増の合計 17 億 6,761 万円を見込
んでいます。
　寄付金は、ふるさと能登町応援寄附（ふる
さと納税）の増により、前年度比 5,000 万
円増の 2 億 10 万円を見込んでいます。
繰入金は、1 億 9,579 万円減の 1 億 2,025

万円となりました。
　町債においては、消防庁舎建設事業やド
ブネ収蔵庫整備事業などの終了により 1 億
1,600 万円減の 27 億 9,670 万円となりまし
た。借金である町債は、公共事業の地域経済
への影響と公債費負担適正化とのバランスを
考慮しながら、計画的な発行に努めています。

歳出では、人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が総額 55 億 8,721

万円となり全体の 38％を占めました。その
うち人件費については、非常勤職員の増など
により 8,307 万円増の 20 億 3,627 万円と
なっています。公債費は、地方債残高を減少
させるための繰上償還金 2 億 1,920 万円を
見込むほか、これまでの繰上償還の実施によ
り 6,122 万円減の 24 億 723 万円となりま
した。
　普通建設事業費は、4 地区で農村総合整備
事業を行うほか、小間生公民館建設事業や小
木地区都市再生整備事業、鵜川小学校土砂
災害対策事業などで増額が見込まれますが、
消防庁舎建設事業の終了により、前年度比
5,562 万円減の 28 億 6,963 万円となりまし
た。
　物件費や補助費等を含む消費的経費は、
前年度より 2 億 9,559 万円減の総額 62 億
7151 万円となりました。そのうち繰出金で
は、有線放送及び観光施設特別会計を廃止
したことに伴い 8,176 万円減の 16 億 5,593
万円となっています。

【
歳
入
】

自
主
財
源
…
町
税
、分
担
金
及
び
負

担
金
、使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、

繰
入
金
、諸
収
入
な
ど
自
主
的
に
収

入
し
う
る
財
源

依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、国
庫
支

出
金
、県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地

方
債
な
ど
、国
や
県
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

町
税
…
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

繰
入
金
…
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金 

諸
収
入
…
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の

収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
…
地
域
間
の
税
源
の
不

均
衡
を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公

共
団
体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、国
が
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財

源
と
し
て
配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
…
各
種
事

業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど

町
債
…
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

【
歳
出
】

人
件
費
…
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報

酬
、特
別
職
給
与
、非
常
勤
含
む
職
員

給
な
ど

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と

し
て
、生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、

老
人
福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
、

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ

る
経
費
や
各
種
扶
助
の
経
費

公
債
費
…
町
債
の
元
利
償
還
金
及
び

一
時
借
入
金
の
利
息
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
、学
校
な

ど
公
共
用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設

事
業
に
要
す
る
経
費

物
件
費
…
需
用
費（
消
耗
品
等
）、役

務
費（
郵
便
料
、火
災
保
険
な
ど
の
保

険
料
等
）、備
品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
…
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

や
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
、宇
出
津

病
院
へ
の
負
担
金
な
ど

繰
出
金
…
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま

た
は
、特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ

れ
る
経
費
。

【
財
政
指
数
等
】

基
金
…
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金

を
積
み
立
て
た
り
、定
額
の
資
金
を

運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
資
金

ま
た
は
財
産

経
常
収
支
比
率
…
財
政
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。数
値
が
低
い
ほ
ど
自
由

に
使
え
る
お
金
が
多
い
。

実
質
公
債
費
比
率
…
普
通
会
計
に
企

業
会
計
や
一
部
事
務
組
合
も
含
め
た

実
質
的
な
公
債
費
へ
の
財
政
負
担
の

程
度
を
示
す
指
標
。

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

20

80

100

120
％

▲ ▲
23.2

21.1

◆ ◆ ◆ ◆
◆ ◆

99.7 99.7 95.4 94.1
87.4 89.5

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
19.2 18.9 17.9 17.0

15.7 14.5147億6,  300万円
一般会計予算

歳入歳出（性質別）

歳
出（
目
的
別
）

（前年度比 3 億 400 万円減）

◆地方債残高
区分 平成 28 年度末（見込） 平成 29 年度（見込）

一般会計 　　210 億 5235 万 3 千円 　　216 億 0140 万 2 千円
特別会計 　　088 億 3661 万 4 千円 　　085 億 4345 万 7 千円
企業会計 　　 51 億 8139 万 8 千円 　　 48 億 9226 万 6 千円

計 　　350 億 7036 万 5 千円 　　350 億 3712 万 5 千円
※簡易水道特別会計分の地方債残高は、特別会計より企業会計に移管

◆基金総額
区分 平成 28 年度末（見込） 平成 29 年度（見込）

一般会計 　　  71 億 9266 万 3 千円 　　 71 億 3117 万 1 千円

◆財政指標の推移

◆
87.8

▲
12.4
H26

◆
87.3

H27

▲
10.3

◆
86.8

町税
16億3355万4千円（11.1％）

使用料及び手数料
3億6278万2千円（2.5％）

諸収入・その他
2億7314万9千円

（1.9％）

地方交付税
71億5900万円

（48.5％）

国庫支出金
11億1001万7千円（7.5％）

県支出金
6億5759万7千円

（4.5%）

町債
27億9670万円

（18.9%）

その他
5920万円（1.2%）

分担金及び負担金
1億2135万円

（0.8％）

繰入金
1億2025万1千円

（0.8％）

地方譲与税
1億5200万円（1.0％）

地方消費税交付金
3億1740万円（2.1％）

依存財源
（82.9%）

自主財源
（17.1%）

人件費
20億3627万1千円

（13.8％）

扶助費
11億4370万8千円

（7.8％）

公債費
24億723万1千円

（16.3％）

普通建設事業費
28億6963万3千円

（19.4％）

災害復旧事業費
464万7千円（0.0％）

物件費
17億7561万7千円

（12.0％）

維持補修費
3億718万9千円

（2.1％）

補助費等
23億4868万3千円

（15.9%）

積立金
5億8757万円

（0.4%）

繰出金
16億5592万7千円

（11.2%）

その他
3414万円（0.2%）

義務的
経費

（37.9%）

投資的
経費

（19.5%）

消費的
経費

（42.4%）

投資及び出資金
1億2119万7千円

（0.8%）

総務費
17億7282万9千円

（12.0％）

民生費
28億2014万2千円

（19.1％）

衛生費
23億5394万6千円

（15.9％）

労働費
3640万円

（0.2％）
農林水産業費
9億7914万円

（6.6％）

商工費
3億5888万6千円

（2.4％）

土木費
20億6359万円

（14.0％）消防費
5億8108万8千円

（3.9％）

教育費
12億4294万4千円

（8.4％）

公債費
24億723万1千円

（16.3％）

災害復旧費
464万7千円

（0.0％）

議会費
1億1215万6千円

（0.8％）

その他
3000万1千円

（0.2％）

◆
86.6

H28
見込

▲
9.1
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会
計
別
予
算
と

主
要
施
策

①
自
然
環
境
と
の
絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
誰
も
が
住
み
た
い
と
感
じ
る  

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

海
洋
教
育
推
進
事
業

４
，
２
０
０
千
円

▽
小
木
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
す

る
、
海
洋
教
育
拠
点
校
推
進
事
業

を
継
続
。
教
育
の
拠
点
施
設
と
な

る
「
海
洋
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策

定
す
る
。

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
振
興
費

２
３
，
８
５
２
千
円

▽
町
花「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」

の
普
及
・
振
興
を
図
る
た
め
、
柳

田
植
物
公
園
内
「
の
と
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
園
」
整
備
を
前
倒
し
し
、

今
年
度
の
完
成
を
め
ざ
す
。

海
岸
保
全
施
設
計
画
策
定

１
１
，
５
０
０
千
円

▽
町
内
の
漁
港
海
岸
の
保
全
計
画

を
策
定
す
る
。
今
年
度
は
松
波
海

岸
保
全
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
策

定社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

３
４
５
，
１
４
２
千
円

▽
改
築
6
路
線
、
交
通
安
全
対
策

1
路
線
、橋
り
ょ
う
補
修
3
路
線
、

落
石
対
策
1
路
線
、
消
雪
設
備
整

備
1
路
線
、
橋
り
ょ
う
・
ト
ン
ネ

ル
定
期
点
検
、
ト
ン
ネ
ル
補
修
、

除
雪
ド
ー
ザ
２
機
購
入

地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
事
業

３
６
３
，
７
０
０
千
円

▽
改
築
11
路
線
、
側
溝
改
修
9
路

線
、
舗
装
12
路
線

駅
山
手
線
街
路
整
備
事
業

１
５
８
，
７
１
２
千
円

▽
市
街
地
の
回
遊
性
向
上
を
図
る

た
め
、
街
路
整
備
を
継
続

小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
事
業

２
６
７
，
９
２
０
千
円

▽
道
路
改
良
の
ほ
か
、
観
光
交
流

施
設
を
整
備
。
交
流
人
口
を
呼
び

込
み
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。

の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
事
業

２
８
，
２
４
５
千
円

▽
首
都
圏
向
け
団
体
ツ
ア
ー
が
見

込
ま
れ
る
た
め
誘
客
促
進
事
業
で

増
額
計
上
。
羽
田
空
港
経
由
で
の

乗
継
に
助
成
を
上
乗
せ
（
大
人

2
千
円
、
小
人
1
千
円
）

防
災
総
務
費

２
９
，
６
８
３
千
円

▽
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
防

災
士
と
自
主
防
災
組
織
を
育
成
。

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
や
職

員
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
な
ど
体
制
を
強
化

衛
生
セ
ン
タ
ー
施
設
改
良
事
業

５
４
１
，
１
９
３
千
円

▽
維
持
管
理
経
費
の
削
減
を
図
る

た
め
、
し
尿
・
農
集
排
・
漁
集
排
・

浄
化
槽
汚
泥
を
衛
生
セ
ン
タ
ー
か

ら
公
共
下
水
道
に
希
釈
投
入
す

る
。
今
年
度
完
成
予
定

り
人
材
育
成
や
起
業
の
掘
り
起
こ

し
を
目
指
す
。

創
業
・
継
承
支
援
事
業

１
５
，
７
６
６
千
円

▽
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
町
内
で
の

創
業
と
継
承
を
支
援
す
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

８
，
８
５
９
千
円

▽
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
結
成

し
て
体
制
を
強
化
す
る
ほ
か
、
捕

獲
檻お
り

購
入
費
用
を
補
助
す
る
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
対
策
事
業

２
１
，
９
８
６
千
円

▽
農
家
が
す
ぐ
に
収
穫
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

普
及
セ
ン
タ
ー
で
苗
木
を
ポ
ッ
ト

で
育
成
し
、
販
売
す
る
。

高
品
質
化
機
械
導
入
事
業

２
，
２
０
８
千
円

▽
共
同
利
用
や
農
産
物
の
高
品
質

化
に
資
す
る
生
産
施
設
・
機
械
の

整
備
費
用
の
一
部
を
支
援
し
、
農

業
振
興
を
図
る
。

集
落
支
援
員
事
業２

，
８
１
７
千
円

▽
集
落
支
援
員
を
委
嘱
。
職
員
と

連
携
し
、
集
落
の
巡
回
、
状
況
把

握
を
実
施
。
鳥
獣
被
害
対
策
や
地

域
の
状
況
把
握
等
を
担
う
。

畜
産
事
業
事
務
費４

，
０
９
４
千
円

▽
受
精
卵
移
植
技
術
補
助
…
乳
用

牛
に
肉
用
牛
の
受
精
卵
を
移
植
し

能
登
牛
の
増
頭
を
図
る
。

能
登
牛
認
定
店
促
進
事
業
…
能
登

牛
の
販
売
店
・
飲
食
店
を
増
や
し
、

消
費
拡
大
に
繋
げ
る
。

農
村
総
合
整
備
事
業

５
３
，
６
０
０
千
円

▽
４
地
区
で
暗
き
ょ
排
水
や
用
排

水
路
を
整
備

県
営
ほ
場
整
備
事
業

１
２
９
，
０
０
０
千
円

▽
「
柳
田
中
央
」「
五
十
里
・
黒
川
」

「
柳
田
南
部
」「
寺
五
」
の
４
地
区

で
ほ
場
整
備
を
継
続
す
る
。

い
し
か
わ
森
林
環
境
基
金
事
業

３
，
３
０
０
千
円

▽
手
入
れ
不
足
人
工
林
の
整
備
や

森
林
の
公
益
的
機
能
の
低
下
を
も

た
ら
す
放
置
竹
林
の
除
去
、ク
マ
・

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
獣
の
出
没

を
抑
制
す
る
た
め
の
里
山
整
備
を

五
十
里
地
区
で
実
施

観
光
振
興
対
策
事
業

４
６
，
６
０
５
千
円

▽
町
ふ
る
さ
と
大
使
・
柴
野
大
造

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

１
，
２
２
１
千
円

▽
能
登
高
生
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
、

社
会
人
に
よ
っ
て
昨
年
度
行
わ
れ

た
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
生
ま
れ
た
3
つ
の
政
策
実

現
に
向
け
、「
能
登
高
カ
フ
ェ
」「
メ

デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
プ
」「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
入
体
制
構
築
」
に
よ

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
し
ご
と
づ
く
り

氏
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
つ
と
め

る
ラ
ジ
オ
30
分
番
組
を
制
作
す

る
。「
の
っ
と
り
ん
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
公
用
車
を
購
入
し
、
出
向

宣
伝
な
ど
に
活
用
す
る
。

区分 予算額 増減
一般会計 147億6300万円 △ 2.0％

特別会計 074億7346万2千円 △13.0％

国民健康保険 030億7453万円 △4.5％

保険事業勘定 030億6808万7千円 △4.5％

直営診療施設勘定 000億0644万3千円 △10.5％

後期高齢者医療 002億8995万3千円 △3.9％

介護保険 029億5116万5千円 0.9％

保険事業勘定 029億3024万円 0.7％

サービス事業勘定 000億2092万5千円 27.4％

公共下水道事業 006億2456万8千円 △5.6％

農業集落排水事業 004億1553万8千円 △ 4.4％

漁業集落排水事業 000億4396万5千円 1.4％

浄化槽整備推進事業 000億7374万3千円 15.6％

企業会計

水道事業会計 013億0865万1千円 50.0％

収益的支出 007億1823万9千円 46.0％

資本的支出 005億9041万2千円 55.1％

病院事業会計 029億9550万9千円 3.4％

収益的支出 025億9313万2千円 5.5％

資本的支出 004億0237万7千円 △8.3％

予算合計 265億4062万2千円 △3.2％

※平成 28 年度末をもって 3 会計が廃止に。平成 29 年
度から有線放送特別会計と観光施設特別会計は一般会計
に、簡易水道特別会計は水道事業会計に統合する。

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を
持
て
る
人
づ
く
り

福
祉
人
材
再
就
職
支
援
事
業

１
，
０
０
０
千
円

▽
介
護
人
材
の
確
保
を
図
る
た

め
、
一
旦
離
職
し
て
い
る
介
護
職

に
再
就
職
に
係
る
準
備
金
を
給
付

子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

３
４
，
４
３
０
千
円

▽
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
医
療
費
自
己
負
担
分
を
現
物
給

付
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
治
療

を
促
進
す
る
。

児
童
福
祉
事
業

１
，
３
５
０
千
円

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

を
行
う
「
子
育
て
に
や
さ
し
い
企

業
推
進
協
議
会
」負
担
金
を
増
額
。

対
象
児
童
数
を
3
子
以
上
か
ら
2

子
以
上
へ
拡
大

公
立
認
定
こ
ど
も
園
運
営
費

１
０
６
，
９
５
６
千
円

▽
年
収
に
か
か
わ
ら
ず
第
2
子
の

保
育
料
を
半
額
、
低
所
得
者
世
帯

第
2
子
は
無
料
。
3
保
育
所
で
土

曜
午
後
保
育
を
実
施

次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業

２
，
３
２
３
千
円

▽
産
前
産
後
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
制

度
を
継
続
し
、
つ
わ
り
や
産
後
う

つ
な
ど
支
援
が
必
要
な
妊
産
婦
の

負
担
を
軽
減
。
赤
ち
ゃ
ん
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
「
コ
ン
セ
ー
ル
の
と
」

な
ど
に
２
箇
所
新
設

病
院
事
業

５
２
５
，
９
８
６
千
円

▽
看
護
師
・
医
師
に
加
え
、
薬
剤

師
修
学
資
金
制
度
を
創
設
し
、
人

材
確
保
対
策
を
強
化
す
る
。



　農業委員会等に関する法律の改正により、
農業委員会が 7 月 20 日から新体制に移行す
るため、農業委員および農地利用最適化推進
委員を募集します。

○農業委員
対象者

　農業に関する識見を有し、農地の利用の最適化に関する

事項、その他農業委員会の所掌に属する事項に関し、その

職務を適切に行うことができる者および利害関係がない者

定数　12 人

任期　7 月 20 日～平成 32 年 7 月 19 日までの 3 年間

報酬　月額＜会長…12,000 円、副会長…9,000 円、

　　　委員…8,000 円＞に、

　　　活動実績に応じた額（上限 6,000 円）を加えた額

応募方法
　自薦、または他薦とします。応
募・推薦方法の詳細は、農業委員
会事務局に備え付けてあります。
また、町ホームページからもダウ
ンロードできます。両方に応募で
きますが、兼務することはできま
せん。
応募受付期間
　４月３日㊊～ 28 日㊎
　　※郵送の場合は必着
公表について
　応募者の状況は、4 月 15 日頃
から町ホームページで公表しま
す。
推薦書および応募申込書提出先

（お問い合わせ先）
　町農業委員会事務局
　　☎ 76-8303　FAX76-0039

○農地利用最適化推進委員
対象者

　農地利用最適化の推進に熱意と識見を有する者で、担当地区内において、

担い手への農地の集積や遊休農地の発生防止・解消等の活動ができる者

定数　23 名（下表の区域から各 1 名）

任期

　農業委員会から委嘱された日～平成 32 年 7 月 19 日

報酬　月額 5,000 円に、活動実績に応じた額（上限 6,000 円）を加えた額

区域名 区域の詳細
第 1 区 姫、真脇、羽生、大沢、小浦、羽根

第 2 区 宇出津、宇出津新、宇出津山分、
崎山、宇出津新港、藤波

第 3 区 藤ノ瀬、曽又
第 4 区 宇加塚、鶴町
第 5 区 猪平、波並、黒郷、矢波、吉野
第 6 区 七見、鵜川、小垣
第 7 区 柿生、瑞穂、爼倉、
第 8 区 山田、本木、武連
第 9 区 宮地、鮭尾、太田原、柏木

第 10 区 柳田、五十里、十郎原
第 11 区 笹川、石井、国光、鴨川

区域名 区域の詳細
第 12 区 上長尾、小間生、桐畑、鈴ヶ嶺、久田

第 13 区 上町、天坂、寺分、五郎左エ門分、
合鹿、

第 14 区 中斉、神和住、斉和
第 15 区 当目、大箱
第 16 区 黒川、北河内
第 17 区 松波、恋路、明生、布浦
第 18 区 上、滝之坊、田代、駒渡、福光
第 19 区 宮犬、不動寺、行延
第 20 区 時長、山中、満泉寺、国重、泉
第 21 区 九里川尻、秋吉、河ヶ谷、清真
第 22 区 立壁、四方山、白丸、内浦長尾
第 23 区 小木、市之瀬、明野、越坂、新保

農業委員会委員 および

農地利用最適化推進委員
を募集します
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⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び
、
町
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

⑥
地
域
の
絆
を
深
め
、
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と

　

情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、

　

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

鵜
川
小
学
校
土
砂
災
害
対
策
事
業

５
９
，
９
６
８
千
円

▽
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
鵜

川
小
学
校
の
後
背
地
で
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
工
事
を
実
施
。

能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業

３
６
，
９
６
１
千
円

▽
制
服
購
入
や
通
学
補
助
な
ど
こ

れ
ま
で
の
支
援
に
加
え
、「
ま
ち

な
か
鳳
雛
塾
」
の
内
容
充
実
に
つ

と
め
る
。

小
中
学
生
各
種
大
会
派
遣
事
業

８
，
３
０
０
千
円

▽
中
学
校
の
公
式
大
会
参
加
時
の

交
通
費
等
を
全
額
補
助
す
る
。

部
活
動
遠
征
費１

３
，
０
０
０
千
円

▽
中
学
校
の
練
習
試
合
等
の
バ
ス

借
り
上
げ
経
費
に
つ
い
て
一
部
補

助
す
る
。

授
業
用
Ｐ
Ｃ
更
新
事
業

１
５
，
５
１
８
千
円

▽
小
学
校
校
務
用
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
更
新
に
あ
わ
せ
、

授
業
に
使
用
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
に
も
併
用
で
き
る
よ
う
に

整
備
す
る
。

小
間
生
公
民
館
建
設
事
業

２
３
１
，
３
９
３
千
円

▽
築
57
年
を
経
過
し
老
朽
化
が
激

し
い
小
間
生
公
民
館
を
、
久
田
和

紙
体
験
施
設
や
地
区
集
会
施
設
の

複
合
施
設
と
し
て
改
築
す
る
。

ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業

４
０
３
千
円

▽
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生

を
目
指
し
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

ア
ス
リ
ー
ト
を
支
援
す
る
。

全
日
本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会

７
，
２
４
８
千
円

▽
12
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
全
日

本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
（
イ
ン
カ
レ
）
の
運
営
関
連
費

用藤
波
運
動
公
園
管
理
費

６
１
，
５
７
５
千
円

▽
イ
ン
カ
レ
の
開
催
を
控
え
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
設
備
を
改
修
し
、
全

国
か
ら
集
ま
る
選
手
が
気
持
ち
よ

く
プ
レ
ー
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
錦
織
圭
選
手
と
松
岡
修
造
氏

か
ら
藤
波
テ
ニ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
ウ
ェ
ア
や
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
が
寄

贈
さ
れ
た
た
め
、
展
示
に
要
す
る

設
備
を
整
え
る
。

定
住
促
進
事
業３

１
，
９
４
６
千
円

▽
移
住
希
望
者
の
窓
口
で
あ
る
定

住
促
進
協
議
会
の
設
置
の
ほ
か
、

空
き
家
の
家
財
道
具
処
分
費
用
助

成
や
、
移
住
者
の
新
築
住
宅
購
入

お
よ
び
中
古
住
宅
改
築
に
助
成
し

て
定
住
者
増
を
め
ざ
す
。

定
住
促
進
助
成
金１

，
０
０
０
千
円

▽
新
規
学
卒
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
な
ど
が
町
内
企
業
等
に
雇
用
さ

れ
た
場
合
、
申
請
年
と
翌
年
の
2

カ
年
、
各
5
万
円
を
助
成

空
家
対
策
推
進
事
業

８
，
８
６
４
千
円

▽
空
家
等
対
策
計
画
策
定
の
ほ

か
、
空
家
解
体
を
補
助

借
上
町
営
住
宅
事
業

２
５
，
３
４
４
千
円

▽
移
住
者
向
け
住
宅
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
民
間
業
者
が
建
設
し

た
賃
貸
住
宅
を
町
営
住
宅
と
し
て

借
り
上
げ
、
転
貸
す
る
。	

公
営
住
宅
整
備
事
業

１
０
４
，
０
３
７
千
円

▽
城
野
住
宅
建
設
、
梅
ノ
木
団
地

解
体
・
外
構
整
備
ほ
か

合
宿
等
助
成
事
業９

，
７
７
７
千
円

▽
教
育
旅
行
・
ゼ
ミ
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
及
び
全
国
規
模
の
大

会
誘
致
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

及
び
町
内
宿
泊
施
設
等
の
活
性
化

を
図
る
。

立
壁
集
会
所
整
備
事
業

２
５
，
０
８
０
千
円

▽
立
壁
地
区
に
集
会
所
を
整
備

ふ
る
さ
と
能
登
町
応
援
寄
附
事
業

１
５
４
，
７
６
４
千
円

▽
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
事
務

費
や
広
告
料
な
ど
。
今
年
度
の
寄

附
額
は
２
億
円
と
見
込
む
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
―
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ

ア
ム
で
放
送
予
定
の
「
に
っ

ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
・

２
０
１
７
春
の
旅
」。
3
月

27
日
、
四
国
の
高
知
県
を

ス
タ
ー
ト
。
愛
媛
、
広
島
、

岡
山
、
兵
庫
、
京
都
か
ら

日
本
海
に
抜
け
、
福
井
、

石
川
、
富
山
、
新
潟
と
日

本
海
を
北
上
し
北
海
を
目

指
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を

決
定
す
る
た
め
、
町
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」

に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

石
川
県
の
放
送
予
定

　
　
　

5
月
29
日
㊊
〜
6
月
2
日
㊎

応
募
期
限　

4
月
17
日
㊊
必
着

記
載
内
容　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、

　
　
　
　
　

思
い
出
の
場
所
、風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

応
募
方
法

・
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

・
Ｆ
Ａ
Ｘ   

０
３
―
３
４
６
５
―
１
３
２
７

・
郵
送　

〒
１
５
０
・
８
０
０
１　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」係

　
　
　

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
５
７
０
―
０
６
６
―
０
６
６

　
　
　
　

ま
た
は　

☎
０
５
０
―
３
７
８
６
―
５
０
０
０

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

「
思
い
出
の
場
所
、風
景
」の

お
手
紙
募
集火野正平さん（写真提供：NHK）
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助成対象者
　町内に住所を有する新規学卒者や住所を有
してから 1 年以内のＵターン者・Ｉターン者
を雇用する町内に事業所を持つ企業・団体
助成条件
①雇用者を 1 年以上雇用する計画がある企
業・団体（交付は 7 カ月目から）
②雇用者の勤務地が町内であること
③雇用者が正社員と同等の雇用で、雇用保険
適用・社会保険、健康保険に加入していること
④対象労働者は 18 歳以上であること
助成金額　1 人につき、月額基本給の 1/3
　　　　　最大 5 万円× 6 カ月分

助成対象者
　Ｕターン者・Ｉターン者および新規学卒者で、
町内外に勤務している個人に対して、雇用され
1 年を経過する人。ただし、公的団体などは対
象外です。
助成条件
　定住促進緊急助成金の対象になってから 2 年
以上、町内に定住する意志のある人
助成金額 10 万円

（申請年度末 5 万円、翌年度末 5 万円）

Ｕ・Ｉターン者と新規学卒者の雇用確保のため、
給与の一部を助成し、定住を促進

助成条件
①Ｕターン・Ｉターン者で、自らが定
住すること
②消費税等を除く工事の総額が 20 万
円以上であること
助成対象者　U・I ターン者
助成金額
①新築住宅助成金　最大 150 万円
②中古住宅改築助成金（購入して入居）

改築工事費の 1/2・最大 100 万円
③中古住宅改築助成金
　( 賃貸での入居）
　　改築工事費の 1/2・最大 50 万円
④実家等改築助成金

改築工事費の 1/3・最大 50 万円
　その他、申請者を除く、転入する家
族 1 人につき助成金を 10 万円加算し
ます。

町
内
へ
の
定
住
・
移
住
を
促
進
し
、地
域
活
性
化

問
ふ
る
さ
と
振
興
課

　

☎
（
62
）
８
５
３
２

助成条件
　①新事業所等の開設に必要となる
資金に充てるため、町内の金融機関
から融資を受けること
　②町に住所を有している人で、か
つ、生活の実態があること（見込み
の者を含む）
補助金額
　①「新事業所等の開設、拡充や拡
大等に要する経費の 1/2 に相当する
額」または「融資額」のいずれか少
ない金額　最大 300 万円
　②対象融資の利息の 1/2 に相当す
る額　最大 10 万円（利息補助期間
は 3 年間、最大 30 万円）

発
展
性
を
持
っ
て
創
業
・
事
業
継
承
す
る
人
を
応
援

　

能
登
町
の
産
業
と
地
域
の
活

性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域

資
源
等
を
活
用
し
た
事
業
や
、

独
自
性
の
高
い
ア
イ
デ
ア
で
の

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支
援

し
ま
す
。

　
　
　

問
ふ
る
さ
と
振
興
課

☎
（
62
）
８
５
３
２

開業・事業拡大支援事業
補助対象者
　①町に事業所等を有する個人・団体・中小企業

　②事業拡大に伴い 3 カ月以内に、新たに 1 人

　以上（6 カ月以上）を雇い入れる個人・団体・

　中小企業

補助対象事業
　①開業　②新規分野への進出　③異業種転換

　④新連携事業（異分野連携新事業開拓）

補助金額　補助対象経費の 1/2 以内

　　　　　最大 100 万円

地域資源活用
ビジネス支援事業

助成対象者
　町に事業所等を有する個人・団体・中小企業

助成対象事業
　①地域資源等を活用した特産品開発・販路開拓・

地域ブランドの創出支援

　②地域資源等を活用した観光地・魅力拡大・観

光地づくり

助成金額
　補助対象経費の 2/3 以内・最大 50 万円

　　※能登町農林水産物加工開発センター利用

　　　加算あり（2/3 以内・最大 5 万円）

地域資源活用
ビジネス可能性

調査支援事業
補助対象者

　町に事業所等を有する個人・団

体・中小企業

補助対象事業

　地域資源等を活用した新技術・

新商品開発に向けた可能性調査

補助金額

　 補 助 対 象 経 費 の 10/10 以 内・

最大 20 万円

公募期間　
　4 月 10 日㊌

　　～ 5 月 10 日㊌まで

　

当
分
の
間
住
む
予
定
が
無
い
家
や
、

も
う
住
ま
な
い
の
で
売
り
た
い
家
を
お

持
ち
の
方
は
、
能
登
町
ふ
る
さ
と
空
き

家
情
報
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
能
登
町

へ
の
移
住
者
へ
家
を
貸
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
家
に
風
を
通
し
あ
な
た
の
大
切
な

財
産
で
あ
る
空
き
家
を
長
持
ち
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
家
に
荷
物
が
あ
る
か
ら
貸
せ
な
い
」

と
考
え
て
い
る
方
は
、
家
財
道
具
等
処

分
助
成
金
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
処

分
に
か
か
っ
た
費
用
の
2
分
の
1
以

内
、最
大
10
万
円
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

不
要
品
は
、
家
の
傷
み
の
発
見
を
遅
ら

せ
た
り
、
湿
気
を
蔓
延
さ
せ
木
材
の
老

朽
化
が
加
速
し
て
、
家
自
体
の
寿
命
を

縮
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

能
登
町
に
と
っ
て
人
口
減
少
は
、
深

刻
な
問
題
で
す
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
衰
退
さ
せ
、
生
活
に
必
要
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

に
な
り
、
暮
ら
し
全
般
が
不
便
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
私
た
ち
が
ず
っ
と

能
登
町
に
住
み
続
け
て
い
く
た
め
に
、

そ
し
て
あ
な
た
の
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る

さ
と
を
守
る
た
め
に
、
能
登
町
は
、
人

と
人
と
の
交
流
を
深
め
、
賑
わ
い
を
創

出
し
、
能
登
町
で
暮
ら
す
ひ
と
の
流
れ

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に

民
間
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
た
「
能
登
町

定
住
促
進
協
議
会
」
が
、
移
住
者
の
総

合
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
る
さ
と
振
興
課

　
　
　
　

☎
（
62
）
８
５
３
２

　

町
定
住
促
進
協
議
会

　
　
　
　

☎
（
62
）
０
２
６
０

　
「
家
が
古
い
か
ら
」「
長
く
は
貸
せ
な

い
か
ら
」
と
お
考
え
の
方
も
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

能
登
町
ふ
る
さ
と
空
き
家
情
報

　

http://notolife.com
/

ふるさと定住
 住宅助成金

創業・継承
支援事業補助金

雇用促進助成金 定住促進助成金

空
き
家
情
報
に

登
録
し
ま
し
ょ
う

ず
っ
と
能
登
町
に
住
み
続
け
る
た
め
に

空き家の解消は地域の元気を創ります



聞き書きの成果を発表する能登高生

水生生物の調査続ける谷口さんを取材

　能登の里山里海を支える人の思いを聞き書きした高
校生による発表会が 3 月 4 日、奥能登行政センターで
開かれ、水生生物の調査を続けている当目の谷口正成
さんを取材した能登高校の生徒 3 人が成果を報告しま
した。生徒たちは「生き物はその場所の自然環境を示
すモノサシである」という谷口さんの言葉を紹介し、

「能登の自然のすばらしさを再認識しました」と話し
ました。

能登高生が聞き書きの成果発表

石仏山祭り
豊作願い巨石に祈りささげる

おいしそうに昼食のカレーライスを食べる団員たち

競技の枠を超えて友情深める
町スポーツ少年団交流会

　町スポーツ少年団交流会が 2 月 26 日に内浦体育館
で行われ、160 人の団員がチームに分かれ、大縄跳び
や綱引き、キンボールを使ったリレーなど 5 種目で順
位を競いました。
　この催しはスポーツ種目を越えた団員同士の交流と
親睦を目的として毎年行われているもので、ゲームで
団結を確かめ合ったあとは、保護者が作ったカレーラ
イスを一緒に食べて友情を深めました。

　当目の向峠智隆さんが今年度の北陸農政局功績者に
選ばれ、3 月 1 日に金沢市の同局で表彰されました。
向峠さんは柳田西部地区ほ場整備推進協議会長として
関係機関と連携しながら事業の完成に尽力したほか、
平成 25 年から地元の有志と「夢を語る会」を結成し、
石川県立大学の学生と連携して地元産コシヒカリのブ
ランド化を行うなど、農村地域の活性化に力を入れて
います。

農政功績者表彰を受賞した向峠さん（前列右から 3 人目）

農村地域振興の功績に光
北陸農政局功績者表彰

「当目の米」受験生に売り込む
湯島天満宮梅まつりに参加 「チョーサーヤ」を声を合わせて綱を引く園児

ひばり保育所園児が曳山祭体験

　酒垂神社で 3 月 9 日、宇出津曳山祭を体験する催し
がありました。地域の文化に興味を持ってもらおうと
企画されたもので、ひばり保育所の園児 35 人が同神
社を訪れ、加藤三千雄宮司と一緒に参拝したあと、小
川勉さんから曳山祭について説明を聞きました。園児
たちは小川さんの木遣り歌にあわせ、高さ 2 メートル
のミニチュア曳山の綱を引き、一足早く祭り気分を楽
しみました。

伝統の祭りを一足早く体験
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　町観光活性化フォーラムが 3 月 5 日、コンセールの
とで開かれました。柳田植物公園指定管理者などでつ
くる「アエノコト体験プロモーション実行委員会」が
開いたもので、持木町長と干場龍一町観光協会長、旅
行代理店やホテル従業員など 9 人のパネリストが観光
振興に意見を交わしました。町長は年間約 2000 人の
外国人観光客が町を訪れていることに触れ、外国語パ
ンフレット作成など町の取り組みを紹介しました。

外国人旅行者を迎えるには
町観光活性化フォーラム

能登地域の観光振興について意見を交わすパネリスト

　柿生・神道地区の祭礼「石仏山祭り」が 3 月 2 日に
行われ、地区民が五穀豊穣を願って祈りをささげまし
た。地区にある石仏山は「お山」と呼ばれる聖域で、
神が宿る山として信仰されています。
　当元をつとめる山下国昭さん宅に集まったた氏子 7
人は、供え物やしめ縄を手にして列を作り、触れ太鼓
を先頭にお山を目指しました。山道を上って女人禁制
の結界でしめ縄を張り、さらに奥に進んで「前立」と

呼ばれる高さ約 3㍍の巨石の前で神事に
臨みました。
　石仏山は社殿を持たない神社で「像石
神社」と呼ばれています、原始的な祭祀
の姿を残すことから、県の史跡に指定さ
れています。氏子は巨石の前で玉ぐしを
ささげ、今年の豊作を祈りました。

　当目地区の住民グループ「夢を語る会」のメンバー
は 2 月 11 日から 2 日間、東京都文京区の湯島天満宮
の梅まつりに初参加し、受験生やその家族らに同地区
のブランド米「当目の米」を売り込みました。
　「当目」が「当たり目」と読めることに着目し、「食
べて合格をつかむ縁起物」として米を PR。菅原道真
をまつる同神社でお払いを受けた 300㌘入り小袋を 1
個 500 円で並べ、来場者の関心を集めました。

「当目の米」をPRする夢を語る会のメンバー

巨石の前で神事に臨み
祈りをささげる氏子

供物などを手に列をつくって山を目指す
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お
知
ら
せ

住
民
票
の
写
し
交
付
申
請
時
、

必
要
項
目
を
申
し
出
く
だ
さ
い

　

住
民
票
の
写
し
を
取
得
す
る
際
、
次
の
項

目
が
必
要
な
人
は
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
通
常
の
住
民
票
発
行
時
に
は
省
略
さ
れ

て
い
ま
す
。

通
常
は
省
略
さ
れ
て
い
る
項
目

・
世
帯
主
の
氏
名
、
続
柄
、
本
籍
、
筆
頭
者

・
個
人
番
号

・
住
民
票
コ
ー
ド

・
町
内
の
住
所
異
動
の
履
歴
表
示

・
過
去
の
指
定
年
月
日
の
住
所
地
を
確
認
で

き
る
表
示

　
　
　

問
町
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

　飼い主には、法律により犬の登録が義務づけられています。
町内を巡回し、犬の登録事務と狂犬病予防接種をしますので、
最寄りの会場で受けてください。

問環境対策課☎ 62-8507

　 注射会場に持参するもの

登録済みの犬
・案内はがき…4 月上旬に送付し　
ますので、押印してお持ちください。

・注射代金…1 頭につき 3,100 円
新規登録の犬

・印鑑
・登録料…1 頭につき 3,000 円
・注射料金…1 頭につき 3,100 円
その他

・多少天候が悪くても実施します。
時間厳守でお集まりください。

・犬の健康状態が良くない場合は、
注射前に受付係員に申し出てくださ
い。

・お釣りがでないようにご協力くだ
さい。

　犬の登録について

登録条件
　生後 91 日以後の犬が対象です。
登録内容
　飼い主の住所・氏名、犬の種類・
名前・生年月日など。登録内容に変
更があったときも届出が必要です。

日　程 時　間 会　場

  4 月

19 日㊌

10:00 ～ 10:15 おおぞら農協旧神野事業所前
10:30 ～ 10:40 寺五地区生活改善センター前
10:50 ～ 11:05 おおぞら農協旧斉和支所前
11:20 ～ 11:35 町立岩井戸公民館前
13:00 ～ 13:15 柳田山村開発センター前
13:25 ～ 13:45 小間生地区生活改善センター前
14:00 ～ 14:20 町立上町保育所横

20 日㊍

10:00 ～ 10:05 柏木多目的集会所前
10:15 ～ 10:25 宮地生活改善センター前
10:35 ～ 10:55 旧瑞穂小・中学校前
11:10 ～ 11:30 町立鵜川公民館前
13:00 ～ 13:10 七見白山神社前
13:25 ～ 13:40 町立三波公民館前
13:50 ～ 14:00 藤波集会所前
14:10 ～ 14:25 上野喜八商店旧藤波給油所前

21 日㊎

10:00 ～ 10:20 町立不動寺公民館前
10:30 ～ 10:40 秋吉あまめはぎ公園
10:50 ～ 11:05 町立白丸公民館前
11:20 ～ 11:40 旧九十九湾小木駅駐車場
13:00 ～ 13:40 役場小木支所前
13:50 ～ 14:20 町立高倉公民館前

23 日㊐
10:00 ～ 10:30 柳田体育館前
11:00 ～ 11:30 町立松波公民館前
13:00 ～ 14:00 役場能都庁舎前

　 巡回日程表

　の登録・　　　    予防注射
狂犬病予防は飼い主の義務です

犬 狂犬病

　

町
が
指
定
す
る
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し

た
際
に
小
型
車
基
本
料
金
分
が
割
引
と
な
る

助
成
券
を
、
障
害
者
一
人
に
つ
き
年
間
24
枚

ま
で
交
付
し
ま
す
。
週
に
2
回
以
上
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
年
間
96
枚
ま
で

交
付
し
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
券
の
有
効
期
限
は
来
年
の
3
月

31
日
ま
で
で
す
。
前
年
度
に
交
付
さ
れ
た
タ

ク
シ
ー
券
（
有
効
期
限
が
平
成
29
年
3
月
31

お
知
ら
せ

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

交
付
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

日
の
も
の
）
は
4
月
1
日
か
ら
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
再
度
今
年
度
分
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の

人
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
人

　

施
設
で
生
活
し
て
い
る
人
、
自
動
車
の
運

転
免
許
を
所
持
し
て
い
る
人
、
家
族
が
障
害

者
の
利
用
の
た
め
に
自
動
車
税
の
減
免
措
置

を
受
け
て
い
る
人
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
印
鑑

申
請
場
所　

健
康
福
祉
課
、
能
都
・
柳
田
庁

舎
窓
口
、
小
木
・
鵜
川
支
所

　
　
　

問
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
（
72
）
２
５
０
３

ニ
ュ
ー
ス

詐
欺
被
害
を
未
然
防
止

タ
ク
シ
ー
会
社
に
感
謝
状

　

珠
洲
警
察
署
は
2
月
24
日
、
特
殊
詐
欺
被

害
を
未
然
に
防
止
し
た
タ
ク
シ
ー
会
社
に
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
㈲
能
登
交
通
の
岩
住

政
昭
さ
ん
が
珠
洲
署
を
訪
れ
、
真
田
利
則
署

長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

2
月
1
日
、
町
内
の
高
齢
女
性
か
ら
金
銭

を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
た
犯
人
が
、
逃
走
の

た
め
同
社
に
配
車
を
依
頼
し
ま
し
た
。
電
話

を
受
け
た
社
員
が
不
審
に
思
い
、
警
察
に
情

報
提
供
す
る
な
ど
、
連
携
し
て
犯
人
の
検
挙

に
協
力
し
、
被
害
を
防
ぎ
ま
し
た
。

もったいない！ 食品ロスを減らすためひと工夫
　食べ残したり、使い切れずに食品を捨てて
しまったりすることを「食品ロス」といいま
す。食品ロスを減らすためには、私たち一人
一人の取り組みが必要です。食に対して「もっ
たいない」という気持ちを持ちましょう。

問環境対策課☎ 62-8507

食品ロスを軽減するためにできること
　１．食材を買いすぎないようにする
　２．残った食材は別の料理に活用する
　３．外食時には適量を注文する
　４．食べきれない料理は分け合う

ニ
ュ
ー
ス

消
防
団
車
両
2
台
を
更
新

装
備
充
実
を
祝
う

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

秋
吉
分
団
に
は
ポ
ン
プ
車
が
配
備
さ
れ
ま

し
た
。
15
年
間
使
用
し
て
老
朽
化
し
た
ポ
ン

プ
車
に
か
わ
る
も
の
で
、
3
月
19
日
に
消
防

内
浦
分
署
で
入
魂
式
が
あ
り
ま
し
た
。
分
団

員
な
ど
50
人
が
式
に
参
列
し
、
防
災
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

秋吉分団に配備された新ポンプ車

　

能
登
町
消
防
団
の
指
揮
車
と
ポ
ン
プ
車
が

更
新
さ
れ
、
配
備
さ
れ
た
車
両
の
安
全
祈
願

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
本
部
に
は
指
揮
車
が
配
備
さ
れ
、

3
月
17
日
に
消
防
宇
出
津
分
署
で
入
魂
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
は

5
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
で
、
照
明
装
置
や
無

線
機
な
ど
を
装
備
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
の

向
峠
茂
人
団
長
は
「
今
後
さ
ら
な
る
努
力
を

し
、
災
害
の
な
い
町
を
目
指
し
ま
す
」
と
謝

持木町長に謝辞を述べる向峠団長

感謝状を受け取る岩住さん
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募
集

広
い
視
野
と
実
践
力
を
習
得

中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

　

能
登
町
中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
は
、
町
の
中
学
生
を
海
外
に
派

遣
し
、
体
験
学
習
や
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
通
じ

て
、
異
文
化
を
理
解
し
、
広
い
視
野
と
実
践

力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
事
業
で
す
。
今
年
度
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

研
修
地　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
）

日
程　

7
月
26
日
㊌
～
8
月
4
日
㊎

　
　
　

10
日
間
（
機
内
1
泊
）

募
集
人
員　

定
員
13
人

　

※
引
率
者
が
2
人
同
行
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

①
町
に
在
住
す
る
中
学
生
で
あ
る
こ
と

　

②
健
康
で
規
律
あ
る
団
体
生
活
が
で
き
る

　

生
徒
で
あ
る
こ
と

　

③
事
前
・
事
後
の
研
修
に
必
ず
参
加
で
き

　

る
こ
と

個
人
負
担　

参
加
負
担
金
15
万
円

　

※
通
貨
レ
ー
ト
、
日
程
の
変
更
な
ど
で
増

減
す
る
場
合
あ
り
。
旅
券
取
得
費
、
海
外
旅

行
傷
害
保
険
等
の
費
用
が
別
途
必
要
で
す
。

応
募
期
限　

4
月
17
日
㊊

　

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
、
追
加
で
募
集

申
込　

各
中
学
校
に
あ
る
応
募
用
紙
を
、
所

属
中
学
校
に
提
出

　
　

問
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
実
行
委
員

　
　
　

会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

☎
（
72
）
２
５
０
９

海岸に漂着したポリタンク
見つけたら触らずに通報を

　県内の海岸にハングル文字や「MADE 
IN KOREA」と表記されているポリタン
クが漂着しています。海岸でこのよう
なタンクを発見した場合は、手を触れ
ずに通報してください。

通報先　環境対策課☎ 62-8507
　　　　農林水産課☎ 76-8302

海岸に漂着したポリタン
クの一例。右の写真は青
色、上は白色の樹脂製

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
2月15日～3月14日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額 落札者
平成 28 年度　消防宇出津分署　建設工事（建
築） 宇出津 総務課 424,980,000 円 宮地・鼎特定建設工事

共同企業体
平成 28 年度　消防宇出津分署　建設工事（電
気設備） 宇出津 総務課 85,749,840 円 北陸電気工事㈱

能登営業所
平成 28 年度　消防宇出津分署　建設工事（機
械設備） 宇出津 総務課 55,229,040 円 ㈱三百苅管工

平成 28 年度　生活基盤施設耐震化等交付金　
水道施設等耐震化事業　舗装本復旧工事（不
動寺・秋吉地内）

不 動 寺・
秋吉 上下水道課 10,044,000 円 北川ヒューテック㈱

平成 28 年度　農業集落排水事業（機能強化）
瑞穂地区　舗装本復旧工事 小垣 上下水道課 14,148,000 円 丸建道路㈱

平成 28 年度　地方創生　道整備推進交付金事
業　町道秋吉立壁 1 号線　舗装工事 秋吉 建設課 9,028,800 円 北川ヒューテック㈱

平成 28 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道内浦長尾 1 号線　道路改良工事（舗装工） 内浦長尾 建設課 10,443,600 円 ㈱ソテック

平成 28 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道 2 級瑞穂鶴町 1 号線（新双筒橋）橋梁補
修工事

爼倉 建設課 11,772,000 円 須美矢建設㈱

平成 28 年度　社会資本整備総合交付金　小木
地区都市再生整備計画事業　町道小木市之瀬
１号線　舗装工事

小木 建設課 11,826,000 円 ㈱ソテック

平成 28 年度　社会資本総合交付金　小木地区
都市再生整備計画事業　一般県道小木小木港
線　舗装工事

小木 建設課 13,068,000 円 北川ヒューテック㈱

平成 28 年度　地方創生　道整備推進交付金事
業　町道斉和 1 号線　道路改良工事　その 2 中斉 建設課 9,720,000 円 ㈱青木産業

平成 28 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道七見 4 号線　災害防除工事 七見 建設課 20,088,000 円 ㈱ランドスケープ開発

募
集

学
校
生
活
の
費
用
を
助
成

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
費
用
の
負
担
が
大
き

い
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
学
校
生
活
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
で
す
。
申
請
書
は
学
校
に
あ
り

ま
す
。

　

申
請
に
は
、
学
校
長
の
意
見
書
が
必
要
で

す
の
で
、
在
籍
し
て
い
る
小
中
学
校
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

※
児
童
生
徒
の
世
帯
構
成
や
所
得
状
況
等

に
よ
り
認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

問
教
育
委
員
会
事
務
局

☎ （
72
）
２
５
０
９

お詫びと訂正 　広報のと 3 月号の記事に誤りがあ
りました。お詫びし、訂正します。

17 ページ「まちの出来事」能登町立志式
　　誤：株式会社総合移動通信
　　正：株式会社相互移動通信

締切　4 月 14 日㊎まで
　自動車運転資格のある人で、長年無事

故無違反の人を表彰候補者として推薦し

てください。

　自薦・他薦は問いませんが、これまで

に表彰を受けたことのない人が対象で

無事故無違反運転者を推薦してください

お
知
ら
せ

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査

5
月
に
調
査
員
が
事
業
所
訪
問

　

こ
の
統
計
調
査
は
、
国
内
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
従

業
員
4
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

工 業 統 計 キ ャ ラ ク
ター「コウちゃん」

す。該当者がいましたら各地区の交通安

全協会支部長または、町交通安全協会事

務局までご連絡をお願いします。

　　　問町交通安全協会

　　　　（珠洲警察署能登庁舎内）

　　　　　　　　　　　　☎ 62-1334

象
に
、
平
成
29
年
6
月
1
日
時
点
で
実
施
し

ま
す
。
5
月
に
調
査
員
が
対
象
事
業
所
を
訪

問
し
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
調
査

が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

募
集

宇
出
津
公
民
館
新
規
講
座

山
、
岩
倉
山
、
宝
立
山
、
鉢
伏
山
、
火
打
谷

■
シ
ャ
ン
ソ
ン
教
室

　

基
礎
発
声
、
楽
典
、
リ
ズ
ム
、
フ
ラ
ン
ス

語
基
礎
ま
で
じ
っ
く
り
丁
寧
に
指
導

開
講
日　

5
～
3
月
ま
で
、
月
2
回

　
　
　
　

第
２
・
４
㊋
午
後
１
時

講
師　

北
口
正
紀
、
鈴
木
三
知
子

場
所　

宇
出
津
公
民
館
研
修
室

■ 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

県
内
の
日
帰
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
自
然
と

触
れ
合
い
山
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
す
。

開
講
日　

5
～
10
月
、
月
１
回
程
度
を
予
定

講
師　

三
谷
幹
雄
自
然
公
園
指
導
員
ほ
か

場
所　

猿
山
か
ら
深
見
・
桜
滝
の
自
然
遊
歩

道
、七
尾
城
址
と
石
動
山
、岩
倉
山
、高
州
山
、

山
伏
山
と
岬
自
然
遊
歩
道
、
宝
達
山
な
ど

　
　

問
宇
出
津
公
民
館
☎
（
62
）
３
４
５
８

■ 

自
然
探
索
教
室

　

山
野
草
な
ど
の
植
物
や
、
自
然
が
造
り
出

し
た
地
形
、
小
河
川
の
水
中
生
物
な
ど
を
探

索
し
ま
す
。

開
講
日　

5
～
10
月
、
月
１
回
程
度
の
予
定

講
師　

専
門
の
解
説
員
が
同
行

場
所　

遠
島
山
、
海
士
岬
、
石
動
山
、
赤
蔵
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続☆星のささやき ☆プラネタリウム
　4000 万個の星を映
し出すプラネタリウ
ム。4/29 ㊏から新番
組 ｢ 銀 河 鉄 道 の 夜 ｣
を開始。美しい映像とともに宮沢賢治 ｢銀
河鉄道の夜｣ の世界をお楽しみください。
開始時刻　平日…13:00、15:00
　　　　　土日祝…11:00、13:00、15:00
入場料　　大人 500 円
　　　　　小中学生 300 円、幼児無料

☆天体観望会
　石川県最大の望遠鏡で本物の宇宙をのぞ
いてみましょう。
時　間　20:00 ～ 21:00  （木曜は休館日）
参加費　大人 300 円、
　　　　小中学生 200 円、幼児無料
予約方法　参加当日の 17:00 までに
　　　　　満天星へお電話下さい。

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

木星 2017

満天星へのお誘い

　木星が見頃になってきました。今月は夜の早い時間帯に、南東
方向で明るく輝いています。おとめ座の一等星「スピカ」の近く
のため、星座の形が変わっているようにも見えます。中旬にはシ
リウスに替わって「一番星」になります。
　太陽系の惑星の中では最も大きく、直径は地球の 11 倍もあり
ます。大きいにもかかわらず、約 10 時間で 1 回転（自転）して
いますので、木星の 1 日は地球の半分以下ということになります。
また、太陽に周りを 12
年で回っていますので、
木星の 1 年は地球の 12
年分になります。
　望遠鏡を使えば、表
面の縞模様と 4 個の衛
星が見られます。8 月
の初めごろまで、満天
星の望遠鏡で観察でき
ます。

まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATIONINFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

木星＝満天星撮影＝

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
期
間
…
4
月
17
日
㊊
ま
で

■
対
象
住
宅

梅
ノ
木
団
地
　
松
波
2
字
82
番
地

・
4
号
棟
5
戸
の
う
ち
4
戸
、
1
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
４
，７
０
０
円
～
２
２
，０
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
３
，
９
０
０
円
）

さ
く
ら
団
地
　
柳
田
龍
部
14
番
地

・
9
号
棟
2
号
、
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
３
０
，０
０
０
円

■
入
居
可
能
日
…
５
月
１
日
㊊

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
所
得
月
額
が
次
の
基
準
内
。

梅
ノ
木
…
１
５
８
，
０
０
０
円
（
裁
量
世
帯

２
５
９
，
０
０
０
円
）
以
下

さ
く
ら
…
１
５
８
，
０
０
０
円
以
上

⑤
入
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
単
身
よ
り
も
複
数
人
の
世
帯
を
優
先

裁
量
世
帯
…
「
身
体
1
級
～
4
級
、
精
神
1

級
～
3
級
、
知
的
Ａ
ま
た
は
Ｂ
と
認
定
さ
れ

た
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
」「
申
込
者
が
昭

和
31
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
で
、
か
つ
同

居
者
の
い
ず
れ
も
が
昭
和
31
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
、ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世
帯
」

「
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
」

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４

　年金についてわからないことや相談ごとはありません
か。社会保険労務士が無料で年金の相談を受け付けます。
　年金について日ごろ疑問に思っていること、わからない
ことがありましたら、お気軽にご相談ください。

日時　4 月 19 日㊌
　　　10:00 ～ 16:00
場所　役場能都庁舎
　　　1 階福祉相談室

相談は無料
お気軽にご利用ください

出張年金相談

のと里山空港 4 月のイベント
■ 9 日㊐のっぴーグラスづくり
　4 月のデザイン　「のっぴーのお花見」
時間　10:00～12:00、13:00～15:00
場所　空港 1 階　能登の旅情報センター
　一家族 1 個程度、小学生以下優先、
　限定 50 個。参加料無料です。

「
の
っ
ぴ
ー
の
お
花
見
」

■ 23 日㊐おらが故郷お国自慢―羽咋市―
　羽咋 Jr. リズムダンス教室の子どもたちによる
パフォーマンス
　時間　15:00
　場所　空港 2 階ロビー

ゴールデンウイークイベント
フリマ＆クラフトマーケット出店者大募集

　5 月 3 日～ 5 日にかけて開かれるイベントでフ
リーマーケットを実施。出展区画を従来より増や
して、クラフトマーケットも同時開催します。
　出店規則など詳細はのと里山空港ホームページ
でお知らせします。

ホームページ…https://www.noto-airport.jp/

2 人以上の家族旅行向け
助成制度ができました！

ファミリー能登羽田便利用旅行助成金交付制度
助成金額…1 人あたり 3,000 円

　・4 月 1 日以降に出発した旅行が対象となります。

　・旅行者は往復便ともに同便である必要があります。

　・町の助成制度との併用はできますが、のと里山空港

　利用促進同盟会の他の助成制度との併用はできません。

利用条件
　①能登地区住民で同一世帯である
　②ウイングネットワーク個人会員である
　③助成は同一世帯につき年度内 2 回まで

問のと里山空港利用促進同盟会
☎ 0768-26-2366

　のと里山空港利用促進同盟会は、能登―羽田便を往復利用
した 2 人以上の家族旅行者への新助成制度を設けました。

新制度①

新制度②

助成額を大人の額に統一します！
乗継ぎの利用で助成額に 2,000 円を上乗せ！

※乗り継ぎ…羽田空港で 2 日以内に国内便に乗り継ぎをした場合。往復・片道とも適用

のと里山空港利用助成が
4 月から ますます使いやすく

とっても　　　　　　　になったよお得

分類 区分
片道利用 往復利用 乗継利用

通年 右記以外 
（通常金額）

往復路いずれかが
4 ～ 6 月の場合 通年

  大人
・小人

いずれも
同額

個人
町共通商品券

1,000円 3,000円 4,000円 ＋ 2,000円

団体
商品券または助成金

のいずれかを選択
2,000円 4,000円 5,000円 ＋ 2,000円

　搭乗口で発行されるご搭乗案

内（ピンク色の券）または搭乗証

明書、印鑑を持参し、搭乗日から

2カ月以内に申請してください。

受付場所　能都・柳田・内浦の各

庁舎窓口、鵜川・小木支所

問企画財政課☎ 62-8503

■助成額 ■交付申請

町
の
助
成
制
度

利
用
促
進
同
盟
会
の
助
成
制
度
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まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATIONINFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

ニ
ュ
ー
ス

矢
波
集
会
所
が
完
成

地
域
住
民
が
笑
顔
で
落
成
祝
う

　

昨
年
9
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た

矢
波
集
会
所
が
完
成
し
、
2
月
25
日
に
完
成

祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
約

１
０
０
人
が
集
い
、
地
域
の
交
流
拠
点
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　

矢
波
区
長
の
辻
口
重
秋
さ
ん
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
区
民
を
代
表
し
て
感
謝
を
述
べ
た

の
に
続
き
、
持
木
町
長
は
祝
辞
で
地
域
住
民

手続き場所　健康福祉課または各庁舎窓口、小木・鵜川支所　　　　問健康福祉課☎ 72-2503

集
会
所
完
成
を
祝
い
、
多
く
の
地
域
住
民
が

駆
け
つ
け
た

の
さ
ら
な
る
交
流
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

矢
波
集
会
所
は
の
と
鉄
道
旧
矢
波
駅
跡
地
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
木
造
平
屋
建
て
、
延

べ
床
面
積
約
１
３
２
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

集
会
室
の
ほ
か
、
調
理
実
習
室
や
備
蓄
倉
庫

な
ど
を
備
え
、防
災
拠
点
と
し
て
も
機
能
し
、

地
域
の
安
全
安
心
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

区
民
有
志
に
よ
る
鍋
の
ふ
る
ま
い
が
あ
っ

た
ほ
か
、
お
祝
い
の
料
理
が
提
供
さ
れ
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
住
民
が
集

ま
り
、
笑
顔
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

木
造
平
屋
建
て
で
、
駐
車
場
や
ス
ロ
ー
プ
、

備
蓄
庫
な
ど
を
備
え
る

この春、就職・退職されたみなさん
国民健康保険の手続きをお忘れなく！

就職したとき
　会社の健康保険証が交付される場合は、

国民健康保険脱退の手続きが必要です。

手続きに必要なもの
　・会社から交付された健康保険証

　・印鑑

　・お手持ちの国保保険証

この届出が遅れると…
　国保税と会社の保険料を二重に支払ってし

まうことになります。

　新しい保険証の交付が遅れ、手元に保険証

がない場合は、医療機関の窓口に相談してく

ださい。

退職したとき
　会社の健康保険証が切れる場合は、国民

健康保険への加入手続きが必要です。

手続きに必要なもの
　・会社の健康保険の喪失証明書

　・印鑑

この届出が遅れると…
　保険に加入していないため、医療機関での

支払いが全額自己負担になってしまうことが

あります。国保の資格はいつ届け出しても、

前の健康保険の資格が失われた日までさかの

ぼります。国保税もさかのぼって請求されま

すので、早めに届け出るようにしましょう。

　

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
、
捕
獲
お
り
購

入
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
電
気

柵
購
入
や
狩
猟
免
許
取
得
の
助
成
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
農
林
水
産
課☎

（
76
）
８
３
０
２

有害鳥獣捕獲檻購入助成事業
　イノシシ等の大型獣を捕獲するため
の檻の購入費用を助成します。
補助内容
　檻の購入費または製作にかかる資材
費で、1 基あたりの経費の半額、上限
5 万円。1 集落につき 1 年度中 2 基まで。
助成条件
　町内の集落で、集落内に猟友会員がいること
申込締切　10 月 31 日㊋

被害防除助成事業
　イノシシ等が近づかないために設置する電気柵購入
にかかる経費を助成します。
補助内容
　新品の電気柵購入費の半額以内
助成条件
　JA に出荷している営農者で、町に在住し、町税等
の滞納がない人
申込締切　7 月 31 日㊊
　※町有害鳥獣被害対策協議会を通じた補助です。

　電気柵設置については、国庫による助成制度もあり
ます。詳しくは 9 月ごろ、被害にあった営農者とそ
の集落にお知らせします。

被害防止体制整備助成事業
　有害鳥獣捕獲のための狩猟免許の取得や、猟友会に
在籍するための会費を助成します。
補助内容
・狩猟免許取得費用
　　第 1 種…50,000 円、第 2 種…30,000 円
　　わな・網…20,000 円
・猟友会会費…10,000 円　※第 1 種取得者のみ
助成条件
　猟友会に入会し、有害鳥獣捕獲活動に従事する人で、
町に在住し、町税等の滞納がない人
申込締切　随時
　※狩猟免許の取得方法や試験日については、7 月に
お知らせします。

有
害
鳥
獣

対
策
費
用
を

助
成
し
ま
す

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

第 12 回能登町民卓球大会（2/19 内浦体育館）
男子の部
　小学生①丸谷清太②儀谷洸③安宅良太、堂前和海
　一般①槻大雅②洲崎政紀③谷内隼、槻輝斗
女子の部
　小学生①千葉和奏②秋脇梨央③大桐愛叶
　一般①国谷有里沙②坂口真由美③炭谷知苗恵
小学生親子ダブルス
　①儀谷勝巳・洸②安宅一幸・良太
　③市濱光晴・暁生、丸谷清幸・清太
エンジョイトーナメント①蔵陽介②輪島幸太

　 掲 載 し て い る 大
会 結 果 は 主 催 者、
学 校 ま た は 各 競 技
団 体 か ら 情 報 提 供
があったものです。

各部門で優勝に輝いたみなさん

のとキリシマオープンガーデンスタンプラリー

庭を巡って
お得なクーポンをもらおう
期間  4 月中旬→ 5 月中旬

　のとキリシマツツジオープンガーデンに参加している 73
カ所のお宅のうち、4 カ所を巡ってスタンプを集めると、奥
能登の道の駅などで使えるクーポンとして利用できます。
　専用の台紙は奥能登 2 市 2 町（輪島市・珠洲市・穴水町・
能登町）の道の駅などでオリジナルクリアファイルと一緒に
販売されていますので、ぜひチャレンジしてください。

問県奥能登総合事務所☎ 0768-26-2303
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歴
史
を
伝
承
し
、
人
と
地
域
を
つ
な
ご
う

地
域
の
魅
力
再
発
見

生
涯
学
習
振
興
大
会

問奥能登広域消費生活センター
（のと里山空港 4 階）

　　☎ 0768-26-2307

 　　受付時間…8:30 ～ 17:15

　　土・日・祝・年末年始を除く

消費生活相談室が

奥能登広域消費生活センターに生まれ変わりました
　奥能登広域圏事務組合は相談体制をより充実させるため、

4 月 1 日から、これまでの「消費生活相談室」を廃止し、消

費者安全法に基づき「奥能登広域消費生活センター」を設置

しました。奥能登２市２町との連携を深め、消費生活相談の

体制を強化し、奥能登で暮らす皆さまの消費生活のより一層

の安定、向上を図ります。

奥能登広域消費生活センターとは
　奥能登広域消費生活センターは、「消費者のための相談業

務を行う機関」です。架空請求や通信販売、訪問販売などの

トラブルや悪質商法による被害、商品事故の苦情など、消費

生活に関する相談に応じるほか、消費生活の安定と向上を図

るための啓発活動などの業務を行っています。

どんなことを相談できる？
　商品やサービスに関する苦情や事業者とのトラブルについ

ての相談、消費生活に関する問い合わせなどをすることがで

きます。

消費生活の向上をめざす
奥能登広域消費生活センターが発足 消費生活相談

　専門の相談員が消費生活に関す

る相談を受け付け、問題解決の助

言やあっせんなどを行います。

消費者啓発

　消費生活に役立つ情報を提供

し、暮らしの知識を幅広く学ぶた

めの講座や消費者被害の未然防止

のための講座などを開催します。

センターの主な業務

　

平
成
28
年
度
町
生
涯
学
習
振
興
大
会
は
2

月
26
日
に
役
場
能
都
庁
舎
で
開
か
れ
、
生
涯

学
習
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
5
氏
が
社
会
教

育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
活
動
事
例
紹
介
で
は
、
宇
出
津
公

民
館
が
「
宇
出
津
び
と
育
成
事
業
」、

柳
田
公
民
館
が
「
猿
田
彦　

鬼
の
狩
衣

事
業
」
に
つ
い
て
発
表
し
、
会
場
を
訪

れ
た
約
２
５
０
人
が
取
り
組
み
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。
二
代
目
林
家
木
久
蔵
さ

ん
が
「
木
久
蔵
流　

笑
う
が
一
番
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

能
登
町
社
会
教
育
功
労
者

　

・
大
森
義
吉
さ
ん

　
　
　
（
町
文
化
協
会
）

　

・
鍜
治
谷
文
男
さ
ん

　
　
　
（
秋
吉
公
民
館
）

　

・
坂
尻
洋
子
さ
ん

　
　
　
（
町
婦
人
団
体
協
議
会
）

　

・
髙
井
邦
夫
さ
ん

　
　
　
（
瑞
穂
公
民
館
）

　

・
中
山
茂
喜
さ
ん

　
　
　
（
町
文
化
財
保
護
審
議
会
）

社会教育功労者表彰を受賞した皆さん

各公民館の活動成果がロビーに展示された

公立宇出津総合病院だより公立宇出津総合病院だより
☎ 62-1311　http://www.hospitalnet.jp/

■ 4 月から医師が変更になります ■ 4 月の婦人科外来診療日
　診察　閨

ねやたに

谷奈
な つ こ

津子医師
　診察日　4 月 7 日㊎、28 日㊎

■糖尿病・内分泌外来診療日
　糖尿病のコントロール、治療が必要と
診断された人や高脂血症の人などを対象
に、専門医が精密検査や治療を行います。
内科外来までお越しください。
　診察　太

お お た

田嗣
つぐひと

人医師
　診察日　4 月…10 日㊊、24 日㊊
　　　　　5 月…8 日㊊、15 日㊊
　　　　　6 月…5 日㊊、26 日㊊

宇出津総合病院勤務で返済免除。医師・看護師・薬剤師の修学資金貸与制度

地域医療振興を志す学生を支援します

申請受付期間　5 月 17 日㊌まで
　制度についてのお問い合わせ、申請書類を事前に準備したい場合などは、当院にご連絡ください。
申請書は公立宇出津総合病院ホームページでも入手いただけます。　☎ 0768-62-1311

診療科 平成 28 年度 平成 29 年度（4 月 1 日～）

内科 増員 常勤医師　長
な が い か ず き

井一樹　

耳鼻咽喉科 （非常勤医師） 常勤医師　坂
さかもとまさゆき

本雅之

第 1・3 ㊎　非常勤医師

小児科 （非常勤医師） 常勤医師　南
な ん ぶ む ね と し

部旨利

小児外科 毎週㊍・㊎（非常勤医師） 毎週㊎　非常勤医師

皮膚科 池村渓伺 常勤医師　望
もちづきひろかず

月弘和

脳神経外科 筒井泰史（非常勤医師） 中
な か お つ ね ひ と

尾庸人（非常勤医師）

制
度
新
設

 薬剤師
修学資金制度

月額10万円貸与

　将来、医師として公立宇出津総合
病院に勤務する学生のために、修学
に必要な資金を貸し付ける制度で
す。
応募資格
　学校教育法に規定する大学で医学
を履修する課程に在学し、卒業後、
当院医師として業務に従事しようと
する意思がある人。
申請方法
　申請書と在学証明書などを当院に
直接持参するか、郵送してください。

医
師
修
学
資
金
制
度

月額

25
万円

　将来、薬剤師として公立宇出津総合
病院に勤務する学生のために、修学に
必要な資金を貸し付ける制度です。
応募資格
　学校教育法に規定する大学で薬学を
履修する課程に在学し、卒業後、当院

薬剤師として業務に従事しようとす
る意思がある人。詳しくはお問い合
わせください。
申請方法
　申請書と在学証明書などを当院に
直接持参するか、郵送してください。

　看護学校を卒業後、公立宇出津総合病院で勤務する
学生のために、修学に必要な資金を貸し付ける制度です。
応募資格
　全国の看護師等の養成施設に在学し、卒業後、公立
宇出津総合病院で看護師の業務に従事しようとする人
申請方法
　申請書と在学する養成施設長の推薦書などを、看護
学校等を通じて提出してください。
　県地域医療支援看護師等修学資金との併給貸与が可
能です。この場合、町からは 5 万円の計 15 万円です。
県修学資金については県医療対策課☎ 076-225-1431
にお問い合わせください。

看
護
師
等
修
学
資
金
制
度

月額

10
万円
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【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　議会事務局☎62-8540
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　農林水産課☎76-8300
　　　　　　☎76-8302
　農業委員会☎76-8303
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課☎72-2500
　  （児童保育）☎72-2512
　  （医療介護）☎72-2502
　  （福祉庶務）☎72-2503
　  （健康推進）☎72-2504
　  （包括支援）☎72-2513
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

今月の納期　5月1日月
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期
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能登高校魅力化プロジェクト・まちなか鳳
ほうすう

雛塾

入学・進級は学習開始のチャンス

受講対象者 月 火 水 木 金 土

高校生 17:00 ～ 22:00 9:00
～22:00

中学 3 年生 17:00
～20:00

17:00
～20:00

9:00
～16:00

中学 2 年生
中学 1 年生 ※①  20:00～21:00

小学4
～6年生

　※②  16:00 ～
　　　　    18:00

　　　　　※①…中学 1・2 年生は、㊋～㊎のうち、　都合の良い 2 日を選択。
　　　　　※②…小学生は㊋・㊌のどちらか。各日とも申込先着 5 人ずつ。

　　　　　塾までの送迎や食事は、各自で用意してください。

4 月のまちなか鳳雛塾スケジュール

問まちなか鳳雛塾☎ 0768-84-5282
（ひかり電話のため局番が「84」です。）

受付時間　㊊～㊏の 16:00 ～ 22:00

宇出津
総合病院

ENEOS

宇
出
津

  

小
学
校

コ
ン
セ
ー
ルのと

まちなか
鳳雛塾

役場↓

↑柳田

鳳寿荘↑

まちなか鳳雛塾には
駐車場がありません

子どもたちが通いたい、親が通わせたい、
町を誇りに思える教育環境を能登高校に
学校や民間企業などが高校の活性化めざし意見を交換

　役場能都庁舎で 2 月 2 日、「能登高校魅力化を考える会～

それぞれの垣根を越えて～」を開催し、能登高校、能登高

校を応援する会、民間企業、役場、まちなか鳳雛塾などか

ら計１７名が能登高校の魅力化について話し合いました。

　町は人口減少・少子高齢化の課題解決のために「能登高

校魅力化プロジェクト」を昨年６月から推進しています。

人口減少とともに、町唯一の高校・能登高校も定員減少が

続いています。高校が町からなくなってしまうと、子ども

世代はもちろん、子育て世帯が流出するおそれが高まると

ともに、子育て世代のＵターン・Ｉターンのハードルも大

きく上がってしまうこととなります。

　今回の会合では、魅力化プロジェクトが町の根本的な課題を解決する

ために立ち上がったものである、という認識を共有し、その課題解決に

向けて、町として、高校として何が必要なのかを全員で話し合いました。

　小学生、中学生、高校生の皆さん、
ご入学・ご進級おめでとうございま
す。
　まちなか鳳雛塾は小学校 4 ～ 6
年生、中学生、能登高生を対象に受
け入れる公営塾です。タブレットを
活用した自立学習や、外国人講師に
よる英語の学習も充実しています。
　まちなか鳳雛塾はこの入学・進級
のタイミングでの入塾を強くお薦め
しています。学習の習慣を早めに身
につけることが、将来の進路実現の
大きな鍵となります。
　「部活が忙しい…」「勉強は部活が
終わってから…」では、受験まで非
常に厳しいスケジュールでの勉強と
なります。早めに基礎は固めておき
たいところです。

　今年度の能登高校出願者倍率は、普通科 0.97 倍（昨年 0.65

倍）、地域創造学科 0.75 倍（昨年 0.62 倍）と昨年を大きく

上回る結果となっています。成果が上がってきていますが、

地域の子どもたちでなく、これからは県外の子どもたちにも

選んでもらえるようにならなければなりません。奥能登地域

の児童数は今後、ますます減少していくことが数値として現

れていて、外部から生徒を呼び込む必要があるためです。今

後の課題は、「『高校 3 年間を能登町で過ごしたい』と思える

ような『能登町だけの教育』をいかに作っていけるか」です。

結果は、町の皆さんと一緒に魅力的な教育環境を作り上げて

いけるかどうかにかかっています。

　課題はまだまだ山積していますが、能登高校魅力化プロ

ジェクトは一歩ずつ前に進んでいます。この会の模様は北陸

放送の情報番組「レオスタ」でも取り上げられました。これ

からも積極的に情報発信していきますので、今後もぜひ注目

してください。

能登高校を応援する会
会員募集中

　町唯一の高等学校・能登高校を皆さ

んの手で支えてください。会員には「能

登高だより」が送付されます。

主な活動
　・生徒の学習環境の整備

　・クラブ活動の支援

　・学校の存続発展に関する支援

　・生徒募集の推進に関する支援

年会費　個人 2,000 円～
　　　　団体・企業 5,000 円～

問秘書室☎ 62-8501

　受験が近づいた時に「もっと勉強
しておけば良かった…」と、進路実
現を諦めないために「勉強しておい
て良かった！」と感じてほしいもの
です。
　今からでも遅くはありません。ま
ずは 1 週間にも 1 回だけでも通っ
てみてください。まちなか鳳雛塾は
皆さんの進路実現を全力で応援しま
す。
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・能登町は「小木とも旗祭り」をご案内

輪
島
市

○曳山祭
日時・場所
　4 月 5 日㊌　住吉神社（鳳至町）
　4 月 6 日㊍　重蔵神社（河井町）
　豪華に飾られた総輪島塗の山車が輪島の
街に春を告げます。5 日は住吉神社、6 日
は重蔵神社の巡行で、子どもたちが参加す
る午後からが見ものです。

問住吉神社☎ 0768-22-0695
重蔵神社☎ 0768-22-0656

珠
洲
市

○見附島でお花見を楽しもう☆見附桜まつり
日時　4 月 9 日㊐　10:00 ～ 13:00
場所　見附公園
　飯田高校生が考案した「すずみつけーき」
の販売、珠洲スタンプ会によるガラポンや
ステージでのイベントをお楽しみください。

穴
水
町

利用案内　
中央図書館（☎ 62-8520「コンセールのと」内）
　開館時間　9:00 ～ 18:00（土・日曜日は 17:00 まで）
　休館日　月曜、祝日　
　館内整理休館　4 月 26 日㊌
柳田教養文化館（☎ 76-1585）
　開館時間　10:30 ～ 18:30　
　休館日　日、祝日

貸出冊数と期間 
　◇本：5 冊まで、2 週間　◇雑誌：2 冊まで、2 週間 
　◇ビデオ類：2 点まで、2 週間 

ホームページがリニューアル
　蔵書検索や開館日確認のほか、貸出中の本や取り寄せ
したい本の予約ができます。申込時に受け取り館や連絡
先を選べるようになりました。

https://noto-lib.cous.jp/WebOpac/webopac/index.do

○花見だよ！in 能登さくら駅
日時　4 月 16 日㊐　10:00 ～ 15:00　
場所　能登さくら駅（のと鉄道・能登鹿島駅）
　今年も桜咲き誇る能登さくら駅で、太鼓
や歌謡ショーをお楽しみください。なお、
会場周辺には駐車場がありませんので、の
と鉄道をご利用ください。

問穴水町観光交流推進室☎ 0768-52-3790

図
書
館
へ

  
お
い
で
よ

図
書
館
へ

  
お
い
で
よ

・騎士団長殺し  第 1 部・第 2 部　村上春樹　

・居酒屋ぼったくり 7　秋川滝美　　

・報い　堂場瞬一　　　　・物件探偵　乾くるみ

・大人の流儀 7  さよならの力　伊集院静

・ナスカイ　梅佳代

・シルバー川柳 一笑青春編　みやぎシルバーネット／編

・やわらかく、飲み込みやすい

　　　　　高齢者の食事メニュー 122　中村育子／監修

中央図書館の行事
・加夢加夢おはなし会　4 月 8 日㊏ 10:30
・あゆみ読書会　4 月 19 日㊌ 13:30

中央図書館の新刊

DVD　あらしのよるに
きむらゆういち／原作

DVD　さいはてにて
永作博美／主演

　１匹はオオカミ、１匹はヤギ。あ
らしのよるに出会った２匹は、ひみ
つのともだち。

　能登から誕生する「美しい日本のコ
コロ」。かけがえのない場所で一杯の珈
琲がつなぐ、人と人との心暖まる物語

　

図
書
館
の
お
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事
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

小
学
生
を
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に
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書
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だ
さ

い
。

日
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小
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年
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日
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本
市
開
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が
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と
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の
家
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で
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用
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中央図書館
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

4 月の開館カレンダー
　　　　…休館日　　　　　…館内整理休館

柳田教養文化館
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

第 3 位に輝いた雄志館

こどもみらいセンター　☎62-1503（域内☎65-1503）

◆開館時間9:15～17:30　◆休館日  月・第３日曜日、月曜が㊗の場合開館

★：未就園児の親子対象　　

08 日㊏ 10:00　自然体験プログラム①　※雨天決行

　　　　　　　みらいセンターにじゃが芋畑をつくろう！

　　　　　　　（幼児～大人対象・参加費100円・要申込・おやつ付

持ち物：長靴、汗拭きタオル）

14 日㊎ 10:30　★みんなであそぼう（要申込）

20 日㊍ 10:30　★ MamaCafé（定員10人、参加費300円、要申込）

28 日㊎ 10:30　★身体計測＆手あそび（母子手帳持参）

30 日㊐ 10:00　こども食堂・みんなで昼食作り

　　　　　　　（定員10人・参加費100円・要申込

持ち物：エプロン、マスク、三角巾）

まつなみキッズセンター　☎72-0269

◆開館時間10:00 ～18:00　◆休館日  日・月曜日

12 日㊌ 15:00　お花見ミニお茶会

15 日㊏ 14:00　第 1 回ふるさと探検隊

　　　　　　　「おはなしボランティアひまわりさんと

松岡寺のお花見に行こう！」

19 日㊌ 15:00　あっぷるたいむ・なかよしレクリエーション♪

　　　　　　　簡単おやつ作り（松波公民館と合同開催）

ふるさと探検隊
　毎月1回、松波小学校区のいろいろなところを散策
しながら、歴史や民話を学んでいく行事です。親子で、
友達同士で、どなたでもご参加ください。

能登ゆかりの日本画家
中町進さんが町に作品寄贈

　高校時代を宇出津で過ごす

など、町に縁深い日本画家・

中町進さん＝金沢市＝がご自

身の日本画作品 4 点を町に

寄贈しました。

　寄贈作品
　「山の田」「暮れる」

　「夕焼け」「雨上がる」

昨年 11 月、町立美術館で開かれた
個展で作品解説する中町さん
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予防接種対象者に案内を送付します
保育所（園）の年長児と小学 6 年生

　平成 29 年度予防接種対象となる人に接種の案内を
送ります。次の予防接種対象者で案内が届かない場合
は、予防接種係にご連絡ください。

予防接種案内対象者
①麻しん風しん（第 2 期）
　保育所（園）の年長児
　（H23.4.2 ～ H24.4.1 生）
②破傷風・ジフテリア（二種混合）
　小学 6 年生（H17.4.2 ～ H18.4.1 生）

　都合により当番医が変更になる場合があります
ので、あらかじめ電話してから受診してください。休日当番医

能登北部医師会4月の 【受付時間】9:00 ～ 12:00

2 日㊐ 9 日㊐ 16 日㊐ 23 日㊊ 29 日㊗ 30 日㊐

桶本眼科
☎ (0768)22-4056
輪島市釜屋谷町

舩木クリニック
☎ (0768)23-0866
輪島市釜屋谷町

粟倉医院
☎ (0768)32-0018 

輪島市町野町

尾張内科クリニック
☎ (0768)52-1515 

穴水町此木

定梶医院
☎ (0768)45-1351 

輪島市門前町

伊藤医院
☎ (0768)22-2313 

輪島市水守町

井端内科医院
☎ 84-2535 

珠洲市宝立町

千間内科クリニック
☎ 62-1001

能登町宇出津

田中クリニック
☎ 82-0500 

珠洲市野々江町

升谷医院
☎ 72-1151 
能登町松波

みちした内科クリニック
☎ 82-0877 

珠洲市飯田町

持木メディカルクリニック
☎ 62-1210 

能登町宇出津

乳児健診
日時　4 月 11 日㊋　　受付　12:30 ～ 12:45
対象　平成 28 年 11 月 17 日～平成 29 年 1 月 5 日生
場所　役場能都庁舎　1 階集会室
持ち物　母子健康手帳、健診おたずね票、バスタオル一枚

1歳6カ月児健診
日時　5 月 9 日㊋　　受付　12:30 ～ 12:45
対象　平成 27 年 9 月 1 日～ 10 月 25 日生
場所　役場能都庁舎　4 階大集会場
持ち物　母子健康手帳、健診おたずね票

3歳児健診
日時　4 月 18 日㊋　　受付　12:30 ～ 12:45
対象　平成 26 年 1 月 1 日～ 2 月 15 日生
場所　役場能都庁舎　4 階大集会場
持ち物　母子健康手帳、健診おたずね票、採尿容器

離乳食教室～スタート編～
　これから離乳食をはじめる頃から、6 カ月ごろまで
のお子さんと保護者を対象と
した教室です。参加無料。身
体計測もできます。
　申込が必要ですので健康福
祉課に連絡ください。
日時　5 月 18 日㊍　　　
受付　10:10 ～ 10:30
場所　こどもみらいセンター
担当　保健師・栄養士
持ち物　母子健康手帳、大人用エプロン、
　　　　子ども用エプロンとスプーン、おむつなど
連絡先　健康福祉課☎ 72-2504

不妊治療費の
助成事業が拡大

　不妊治療を行う夫婦の経済的負担を軽減
するため、不妊治療費支援事業を実施して
います。不妊治療費の助成制度には「一般
不妊治療」と「特定不妊治療」の 2 種類が
あります。
一般不妊治療費助成
　平成 28 年度から 2 年目以降の治療も助
成対象になりました。経過措置として平成
26 年 3 月診療分からも、29 年度中に申請
すれば助成対象となります。申請がまだの
方はお早めに申請してください。
特定不妊治療対象者に上乗せ助成
　県が実施している特定不妊治療助成制度
を利用した方に対し、町では上乗せ助成を
行っています。
　平成 28 年度から県特定不妊治療助成制
度の助成回数・対象年齢などが変更されて
います。詳細は県のホームページをご覧く
ださい。
URL…https://www.pref.ishikawa.lg.jp/
kosodate/05boshi/funin-jyosei/shinsei27/
shinsei.html　

問健康福祉課☎ 72-2504

一般不妊治療
治療の

内容 タイミング療法、薬物治療、手術療法、人工授精など

実施場所 産婦人科や泌尿器科

助成金額 1 年あたり 5 万円まで（ただし、自己負担額の 2 分の 1 以内）

助成回数 回数制限なし

対象者

■法律上婚姻関係にある夫婦である
　（治療開始日に婚姻している）
■夫婦合算の年間所得額が 730 万円未満
■治療日において 1 年以上継続して町に住所を有する
■医療保険に加入している

申請方法
■能登町一般不妊治療費助成交付申請書兼請求書
■能登町一般不妊治療医療機関受診等証明書
■夫婦それぞれの健康保険証の写し

申請期限 治療を受けた日の属する月の翌月の初日から起算して 2 年以内

申請場所   健康福祉課、能都・柳田庁舎窓口　

町が実施する不妊治療費支援事業の内容

　町では子どもの医療費窓口負担の無料化を実施しています。
　平成 29 年 4 月診療分から、整骨・接骨院などで診察を受け
た場合にも、「保険証」と「子ども医療費受給資格者証」を提
示すると、窓口での保険診療負担分が無料になります。

医療費助成の対象とならない場合

・保険外診療の費用…テーピング等の材料費、健康診
断や予防接種、文書代、容器代、入院時の差額ベッド
代等）

・入院時の食事療養費
　　→医療機関窓口でお支払が必要です。

・学校や保育園での負傷や疾病など、独立行政法人日
本スポーツ振興センターの災害給付の対象となる場合
　　→学校や保育園などに申請してください。

窓口でお支払いが必要となる場合

・受給者証を提示しなかったとき
・県外の医療機関で診察を受けたとき
　※県内の医療機関等であっても、窓口無料化に対
　応していない場合もありますので、事前に医療　
　機関等へ確認してください。

・他の公費負担医療制度（育成医療、療育医療、小
　児慢性特定疾病医療等）を利用し、一部負担金　
　がある場合　など
→これらの場合、医療機
関の領収書を添えて申請
することにより、従来ど
おり口座振込で助成が受
けられます。

■次の場合は、変更の手続きを忘れずに。
　・住所、氏名が変更になった場合
　・保険が変更になった場合
　・振込先を変更する場合

問健康福祉課☎ 72-2512

子ども医療費の現物給付範囲拡大

接骨院などの
窓口負担も無料に

特定不妊治療費対象者への上乗せ助成

対象者 ■県の特定不妊治療費助成承認決定を受けている方
■申請日において 1 年以上継続して町に住所を有する

助成金額 県特定不妊治療費助成額を除いた費用で、1 回の治療につき
15 万円まで

申請方法

■能登町特定不妊治療費助成交付申請書兼請求書
■県特定不妊治療費助成承認決定通知書の写し
■県特定不妊治療費助成事業受診等証明書の写し
　（または、指定医療機関が発行した治療費の明細
　がわかる領収書）

申請期限 1 つの治療ごとに治療を終了した日の属する年度内

申請場所 健康福祉課、能都・柳田庁舎窓口　
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児　

  

両
親
の
名
前　

   

住
所

敬称略。個人情報保護のため希望
のあった人のみ掲載しています

    　

氏
名　

          

本
籍         

住
所

善
意
の
窓

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

    

氏
名　

             

年
齢　

      

住
所 

　大阪で行われたのとキリ

シマツツジに個人的に参加

してきました。2 カ月も早

く咲くキリシマツツジの赤

い色は鮮烈で、写真を見る

のとは違う感動があります。

一度に春が到来したような

不思議な気分を味わうこと

ができました。

　盆栽で持ち込まれた数々

の花は、小さいながらも、

古い物は樹齢 150 年、若い

ものでも樹齢数十年は下り

ません。歴史の重みも大阪

展の来場者に味わっていた

だけたようです。　（紀）
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有料広告

 町奨学生申請は 4 月 28 日まで
 　必要書類など詳細については、町ホームページ
をご覧いただくか、教育委員会事務局にお問い合わ
せください。
　貸与区分と金額（月額）
　　高校…20,000 円、短大・高専…25,000 円
　　大学…30,000 円

問教育委員会事務局☎ 72-2509

免疫力を高め元気な毎日を！
有料広告

（
総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

4
月
1
日
か
ら

　「要支援１・２」の方の生活支援など、多様なニーズにこたえるため、全
国一律のサービスであった介護予防訪問介護、介護予防通所介護を、町が実
施する新しい総合事業に移行します。

問町地域包括支援センター☎ 72-2513、健康福祉課介護保険係☎ 72-2502

65歳以上
の

皆さんへ

訪問型サービス

通所型サービス

介護保険の要支援 1・2 の

認定を受けた人、事業の

対象者と判定された人

対
象
者

介護予防・生活支援サービス事業

どんなサービスを
利用できるの？

大きく 2 つの事業があります。
訪問・通所介護事業所から
さまざまなサービスを利用できます。？

▲

？ 利用するには
どうすればいいの？

地域包括支援センター、
役場各窓口に相談してください。

▲

介護予防・生活支援サービス事業

事業対象者の判定は、

上 記 の 相 談 窓 口 な ど

で、基本チェックリス
トを用いて行います。

基本チェックリストの一部
□ バスや電車で一人で外出していますか？
□ 転倒に対する不安は大きいですか？
□ 週に 1 回以上は外出していますか？
□ 今日が何月何日かわからない時がありますか？

サービスの種類 サービスの名称 対象者 サービスの内容
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス

現行相当サービス 介護予防訪問型
サービス

要支援認定者 
事業対象者

排せつ介助・入浴解除等の身体介護およびゴミ出し、清掃、洗濯、
買い物、調理等の生活援助サービスを行います。

訪問型サービス A 介護予防いきいき
ヘルプサービス 事業対象者 ゴミ出し、清掃、洗濯、買い物、調理等の生活援助サービスを

行います。
　
　

通
所
型

　

サ
ー
ビ
ス

現行相当サービス 介護予防通所型
サービス

要支援認定者 
事業対象者

入浴や排せつ介助、食事の支援等、現行の介護予防通所介護に
相当するサービスを日帰りで受けることができます。 
その他、体操やレクリエーション等による介護予防のための通
所型サービスを提供します。通所型サービス A 介護予防いきいき

デイサービス 事業対象者

通所型サービス C 介護予防短期集中
型通所サービス

要支援認定者 
事業対象者

原則 3 カ月（必要に応じ 6 カ月）日常生活上の支援のほか、
短期間の集中的な運動器機能向上のための訓練を行います。

？ 現在、要支援認定の人は
何が変わるの？

事業の枠組みが変わる以外、
大きな変更はありません。

▲

　要支援認定の人への予防給付のうち、訪問介護・通所介護が、介護予防・
日常生活支援総合事業に移行します。現在サービスを利用している人は、
認定の有効期間中は継続して同じサービスを利用できます。

介護予防・生活支援サービス事業の事業例
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（前月比）

◉人口・世帯数  3 月 1 日現在

人口（人） 18,211 － 10

男 8,611 － 13

女 9,600 3 

世帯数（戸） 7,781 19

能
登
町
へ  

ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
と
し
て

寺
下
冨
士
夫
さ
ん
（
崎
山
）
10
万
円

能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

塩
谷
寺  

別
宗
靖
憲
さ
ん
（
宇
出
津
）

10
万
円

三
瀬　

繁
さ
ん
（
崎　

山
）
10
万
円

鏡
島
敏
雄
さ
ん
（　

姫　

）
10
万
円

横
山
孝
博
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

宇
出
津
地
区
婦
人
会　
　
　

1
万
円

　

田
宗
志
さ
ん
（
崎　

山
）
10
万
円

高麗紅蔘
せい かん しょう

医薬品 200錠   10,000 円（税込）
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　　　問珠洲警察署☎ 82-0110
　　　能登庁舎☎ 62-1334

行政相談　問総務課☎ 62-8510
日 時間 場所 行政相談委員

18 日㊋ 10:00 ～ 12:00 笹ゆり荘 廣橋相談委員

相談内容　行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する問い
合わせなどに応じます。

心配ごと相談　問町社会福祉協議会☎ 72-2322
日 時間 場所

12 日㊌
10:00 ～ 12:00

能都社会福祉会館

26 日㊌ 鵜川公民館

11 日㊋・25 日㊋ 10:00 ～ 12:00 笹ゆり荘

10 日㊊ 13:30 ～ 15:30 内浦福祉センター

20 日㊍ 13:30 ～ 15:30 小木活性化センター

相談内容　日常生活の困りごとや悩みなどにお応えします。

こころの健康相談（要予約）　問能登北部保健福祉センター☎0768-22-2011

相談名・内容 日時 場所・問い合わせ先

家庭や職場、学校におけるここ
ろ（精神）の不安や悩みに専門
医が応じます。

※保健師や相談員による相談
平日 8:30 ～ 17:45

（珠洲地域センターは 17:15 まで）

14 日㊎
21 日㊎

14:00 ～ 16:00

能登北部保健福祉センター 
輪島市鳳至町畠田 102-4
☎ 0768-22-2011

18 日㊋
14:30 ～ 16:00

珠洲地域センター
珠洲市宝立町鵜島ハ 124
☎ 0768-84-1511

法律相談　問金沢弁護士会☎ 076-221-0242 相談前日午後 5 時までに要予約
日 時間 場所 予約・相談料

06日㊍
13日㊍
20日㊍
27日㊍

 13:45
～ 16:15

穴水町
保健センター
1 階

予約制・先着 5 名、料金 5,400 円（30 分）
負担が困難な人で法律援助資力基準に該
当する方は無料（回数制限あり）。クレサ
ラ相談は初回無料

なんでも相談「カナリア」　
日 時間 相談電話番号

毎週㊋・㊍ 10:00 ～ 14:00 ☎ 76-2874 ※㊗は休み

相談内容　家庭教育に関する悩み、ＤＶなど

「子ども 110 番の家」
を知っていますか？

　連れ去りなど犯罪に巻
き込まれそうになったと
き、助けを求めたり、通
報してもらうためのお宅
や店舗などです。
　通学路にあるこの看板
を子どもたちと一度確認
して、緊急時に対応でき
るよう教えてあげてくだ
さい。

無料で便利・新高岡駅予約駐車場

　新高岡駅予約専用駐車場の無料期
間を延長します。新高岡駅から楽し
い旅をお楽しみください。
予約方法　利用日の 1 カ月前から前
日までの電話予約
予約専用電話　☎ 0766-50-9838

（受付時間10:00～18:00）
対象　富山県外に住んでいる人
開設期間　平成 30 年 3 月 31 日まで
利用料金　無料。アンケートへの回
答をお願いします。
入出庫時間　7:00 ～ 23:00
駐車場所　新高岡駅立体駐車場とな
り（高岡市下黒田 3001）
問高岡市都市計画課
☎ 0766-20-1411

福祉・介護のしごと出張相談　  

　石川県福祉の仕事マッチングサ
ポートセンターは、ハローワークに
出張し、福祉の仕事や資格取得、職
場体験などの相談に応じています。
日時　4 月 13 日㊍　13:30 ～ 15:00
場所　ハローワーク能登
※他のハローワークでも出張相談を
開設しています。
問石川県福祉の仕事マッチングサ
ポートセンター☎ 076-234-1151

労働基準監督官採用試験　　　 

　労働基準監督官は労働条件の向上
や労働者の安全・健康の確保を図る
国家公務員です。厚生労働省または
全国各地の労働局・労働基準監督署
で勤務します。
受験資格　(1) 昭 和 62 年 4 月 2 日
～平成 8 年 4 月 1 日生まれの者
(2) 平成 8 年 4 月 2 日以降生まれで、
次に掲げる者
　①大学を卒業した者および平成
30 年 3 月までに大学を卒業する見
込みの者
　②人事院が①に掲げるものと同等
の資格があると認める者
試験の区分および採用予定数
①労働基準監督 A（法文系）約 170 人
②労働基準監督 B（理工系）約 40 人
受付期間　3 月 31 日㊎～ 4 月 12 日㊌
申し込み専用アドレス http://www.
jinji-shiken.go.jp/juken.html
※ 4 月 12 日㊌までにデータ受信し
たものに限り受付
第1次試験　6 月 11 日㊐
第2次試験　7 月 12 日㊌～ 14 日㊎

（1 次試験合格者に指定日を通知）
試験地　第 1 次…金沢市ほか全国
18 カ所、第 2 次…名古屋市ほか全
国 10 カ所
問石川労働局総務部総務課人事係
☎ 076-265-4420

石川県警察就職説明会　　　　   

日時　4 月 23 日㊐ 13:30 ～ 16:00
場所　石川県警察本部
参加対象者

・警察官を志望する高校生、大学生
・警察官志望者の家族

・各種学校の就職担当職員　など
実施内容
　警察業務説明、採用試験案内、施
設・車両見学、各部門ブース見学、
若手警察官との懇談・質疑応答
申し込み方法

・県警ウェブサイトからメール
・採用ホットラインに電話
　☎ 0120-369-498
※当日参加も可能です。
問県警本部警務課人事係
☎ 0120-369-498
珠洲警察署警務課☎ 82-0110

電柱にカラスの巣を見つけたら

　これからの季節は、カラスが巣作
りを始める時期です。電柱や鉄塔の
上の巣が停電の原因になることがあ
りますので、発見次第巣を撤去し、
電気の安定供給を図っています。電
柱や鉄塔の上にカラスの巣を見つけ
たら、北陸電力までご連絡ください。
問北陸電力ネットワークサービスセ
ンター☎ 0120-837-119

有料広告

新高岡駅予約駐車場 検索

有料広告

シルバー人材センターの

野菜作り講習会開催案内
シルバー人材センターでの就業を希望する就
業意欲のある高齢者の方が、希望分野で働く
ことができるよう、必要な基礎知識を付与す
るとともに、会員の新たな就業分野へのチャ
レンジを支援することを目的に実施します。

受講日
　初　回　4月18日（火）　

（全12回）　最終日　8月07日（月）
申込締切日　4月10日（月）まで
受講資格
　・町内在住のおおむね60歳以上の方
　・全日程受講できる方
　・受講後はシルバー人材センター会員
　となり就業を希望される方

日時・講習内容等につい
ては事務局までお問い
合わせください。

能登町字柳田梅部55番地
柳田体育館内

（公社）能登町シルバー人材センター
☎76-2680　FAX 76-1115

桜咲いて
新学期です！

覚えよう
「いかのおすし」

いか
の
お
す
し

ない

らない

おごえをだす

ぐにげる

らせる

知らない人についていかない

知らない人の車に乗らない

おおきな声でさけぶ

大人のいる方向にすぐに逃げる

大人の人に知らせる




